JAPAN 



ぽ EDICT OF GOVERNMENT ^ 



In order to promote public education and public safety, equal justice for all, 
a better informed citizenry, the rule of law, world trade and world peace, 
this legal document is hereby made available on a noncommercial basis, as it 
is the right of all humans to know and speak the laws that govern them. 



JIS X 8341-2 (2004) (Japanese) : Guidelines for 
older persons and persons with disabilities 一— 
Information and communications equipment, 
software and services —― Part 2 : Information 
processing equipment 




The citizens of a nation must 
honor the laws of the land. 

Fukuzawa Yukichi 




BLANK PAGE 




PROTECTED BY COPYRIGHT 



高齢者 • 障害者 等 配慮 設計 指針 一 
情報通信 における 機器， ソフ卜 ウェア 及び 

サービス 一 第 2 部 ： 情報処理 装置 
JISX 8341-2:2004 

(low m^) 



平成 16 年 5 月 20 日 制定 

日本 工業 標準 調査 会 審議 

(日本規格協会 rm 

^作^法に より 焦 Wi での 争 二 我^ は JSih されて おります, 



X 8341-2 ： 2004 



主務大臣： 轻済 ffiM 大臣 制定 ： 平成 
^报 公示： 平成 16.5.20 

^「お 作成 協力者 ： thra 法人^ 子 情報技術 産桀 協会 

(〒im~0062 が fed; 千代 田 K 沖 田 联河台 3 丁 S II -」. 井 海上 別館 ビル TE し 

^ s 会： 曰 本-に ^ts^jgsf 会 u\\i^i< 二 瓶 好 lk) 
mmm^L^ ： 情報 枝 術^ 門 委飄会 (委員会 長 石 崎 俊） 
この 規格に ついての 意見 又は' s 問 は， 上 案 作成 協 か& 又は^; かも' も set^ 技術 墚境局 情報 tr^is 难化 推進 

S (亍 100'ぉ01 * 京都 千代 田 区 1リ が^ I 丁目 3-1 E-mail: qqgcbd@Tmli.go.jp 又は FAX 03-3580-8625) に ご 避 絡 く ださ 

い。 

なお， FI 本ェ， 規格 は， にお は Ht'^ 15 条の 規定に よって， 少なくとも 5 年を^ 過す る 日までに 日本 エ^ KfJ^f 
^の^ 識に f ォ され， 速やかに， 確認， 改丄じ 乂は鹿 止されます。 



M\ により 無惭 での ffi«， 転 《-》 は されて おります し 



一. .... ....... ... ― -. - ........ -. へ....〜 



(委 H 会 
(委員) 



日本 ェ 究& 標^ 部会 t お 報 技^^ 門 委與会 mu 
氏名 所ば 



慶應擴 熟大竽 
同 立^ 報 字 研究所 
財 团 法人 h 本 消费老 協会 
日本銀行 

h 本 mwis^ 侏 式 会 I 上 

社団法人 ビ ジ ネス 饯械 * 情報 シス テ ム 糜 協会 

¥-ft@U』 大字 

© 翻 

株式会社 日立 製作所 

パナ ソニッ クコミ ュニ ケージ ョ ンズ 株式会社 
社団法人 virrw 報 mi^tta 会 
姝式 会社 ユー ディ ッ ト 
総務 « 

禽士通 洙式会 ？ 土 

日本'， iia 侏 式 会社 

社団法人 情報 サ一 ビス 協会 

独立 行政法 人 産 菜 技術 総 さ 研究所 

！ m 個; 人口 本^ 報^ «， 発 ^ 会 

^立 w 報 学 研究所 

日本 アイ • ビ一 • ェム 株式会社 

慶應^塾 大^ 

財 人 日本規格協会 

罕 稲田 大学 



ノ 行 行 徳 *3 7 雄 史裕： S HH 和 行^ 明 お * 一 雄 お 

止 文^^ 彰^ 志： S 千 SS £ おみ ご： 博 

崎 野 藤 下田 保 谷 藤 町〕 裉 森 川^ 本本 井 S 

久 

5wsb〔c 大ひぉ 後 小 ra^A 成ギ伏 藤^ H 山山 若 渡 



X 8341-2 ： 2004 



まえ 力 《さ 

この 規格 は， 工業 標準化 法に 基づいて， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 日 
本 工業規格 である。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 
JISX8341-2 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 

附属 書 1 (参考） 高齢者 • 障害者が 遭遇す る 問題点 
附属 書 2 (参考） ァクセ シビリ ティ 及び ユーザ ピリ, ティ 
附属 書 3 (参考） 他の 規格に おける 一貫性に ついて 
JIS X 8341 の 規格 群に は， 次に 示す 部 編成が ある。 

JISX 8341-1 高齢者 • 障害者 等 配慮 設計 指針— 情報通信 における 機器， ソフ トウ ユア 及び サービス 一 
第 1 部： 共通 指針 

JIS X 8341-2 高齢者 • 障害者 等 配慮 設計 指針— 情報通信 における 機器， ソフ トウ エア 及び サービス 一 
第 2 部： 情報処理 装置 
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高齢者 • 障害者 等 配慮 設計 指針 一 

情報通信 における 機器， ソフトウェア 及び 

サービス 一 第 2 部 ： 情報処理 装置 

Guidelines for older persons and persons with disabilities- 
Information and communications equipment, software and services — 
Part 2: Information processing equipment 

序文 情報 社会 の 発展と ともに， すべての 人 はます ま す 情報処理 装置 を 利用す るよう になる。 この 規格 は ， 
主に 高齢者， 障害の ある 人々 及び 一時的な 障害の ある 人々 が， 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 を 利用す る 

ときの 情報 ァクセ シビリ ティ を 確保す るた めの 指針と して 作成した。 第 1 部で は 共通 的 項目 を 第 2 部で は 
情報処理 装置 及び その 周辺 装置に ついて ハード ゥヱァ -ソフ トウ ヱァを 問わず， 実現すべき 仕様 を 指針と 
して， JIS Z 8071 (高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 対応した 規格 作成 配慮 指針） に基づいて 規定し 
たもので ある。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 主に 高齢者， 障害の ある 人々 及び 一時的な 障害の ある 人々 （以下， 高齢者- 
障害者 という。） 力、 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 を 利用 するとき の 情報 ァ クセシ ピリ ティ を 確保す る た 
めに， それらの 機器 を 企画 • 開発 • 設計す る ときの 配慮すべき 事項に ついて 規定す る。 

備考 1. 設計 するとき の 利用 個々 の 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 を 企画 • 開発 • 設計す る ときに 
はこの 規格 を 参照す る。 特定 領域の 製品 群に 関する 規格 類が 存在す る 場合 は， それ を 参照す 
る。 この 規格 又は 特定 領域の 製品 群に 関する 規格 類が 存在し ない ときには， JIS X 8341-1 を 
'参照す る。 個々 の 機器に 適用 するとき は， その 種類 及び その他の 条件に 応じて， この 規格の 
中から 適宜， 項目 を 選定して 適用す る。 項目の 選定 を するとき は， その 選定 理由 及び 配慮 内 
容 （機能 及び 性能） を 明示す る。 

2. 評価す る と きの 利用 個々 の 情報処理 装置 及び そ の 周辺 装置の 情報 ァ クセシ ピリ ティ を 評価 
する ときには こ の 規格 を 参照す る。 特定 領域の 製品 群に 関する 規格^が 存在す る 場合 は， そ 
れを 参照す る。 この 規格 又は 特定 領域の 製品 群に 関する 規格 類が 存在し ない ときには， J1S X 
8341-1 を 参照す る。 個々 の 機器に 適用 するとき は， その 種類 及び その他の 条件に 応じて， こ 
の 規格の 中から 適宜， 項目 を 選定して 適用す る。 

3. 複合した 新 概念の 製品に ついて 従来の 情報処理 装置 及び 周辺 装置に 当てはまらない， 情報 
処理 機能 及び 通信 機能 を も つ 生活 用 品 な ど の 複合 し た 新 概念の 製品が 開発 されて いる が， そ 
れらの 製品 群 も， この 規格に 従う ことが 望ましい。 ただし， 今後 それら 特定 製品 群に 関する 
規格 類が 制定され た 場合 は， その 規格 を 参照す る。 

参考 何ら かの 障害の ある 人の 特徴 は 多様で ある。 例えば， 高齢者 は， それまでの 経歴， 文化， 加齢 
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による 機能の 低下の 部位 又は 程度に よって， また， 障害者 は， 障害の 部位 や 程度， 障害と なつ 
た 時期， その後の 経緯な どに よって， 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 を 利用 するとき の 障壁 は 
異なる。 したがって， できるだけ 多様な ユーザ イン タフ ヱ ースを 実装し， 各 利用者が 自分に 適 
した もの を 選択で きる こ とが 望ましい。 

多様な 機能 と 性能 と を 備えた 様々 な イン タフ ヱース を 実現す る 方法と して は， 標準 装備す る 
場合， オプション として 用意す る 場合， 支援 機器な ど を 接続して 実現す る 方法な どが ある。 ま 
た， その 各々 で， ハー ドウ ヱァで 実現す る 場合 又は ソフト ゥヱァ で 実現す る 場合， ネット ヮー 
クを 通して 外部の 資源 を 利用す る 場合な ど， 様々 な ものが ある。 この 規格で は， 標準 装備す る 
場合 を 中心に， 更に， この 多様な 実現 方法に も 対応す る こと を 想定して おり， 技術の 進歩， コ 
ス ト などの 状況によって， 各々 の 利用者に とって それぞれに 必要な 機能 を 適切な 形態で 実現す 
る こ と を 目的と している。 
参考 利用者の 定義に 関する 補足 事項 を， 附属 書 1 (参考） に 記述す る。 

参考 ァクセ シビリ ティ 及び ユーザ ピリ ティに 関する 補足 事項 を， 附属 書 2 (参考） に 記述す る。 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す 
る。 これらの 引用 規格のう ちで， 発行 年 を 付記して ある もの は， 記載の 年の 版 だけが この 規格の 規定 を 構 
成す る ものであって， その後の 改正 版 • 追 補に は 適用し ない。 発効 年 を 付記して いない 引用 規格 は， その 
最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

J1S S 0013 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 消費生活 製品の 報知 音 

JIS X 8341-1:2004 高齢者 • 障害者 等 配慮 設計 指針— 情報通信 における 機器， ソフトウェア 及び サー 

ビス 一 第 1 部： 共通 指針 
JIS Z 8513 人間工学— 視覚 表示 装置 を 用いる オフ ィ ス 作業 一 視覚 表示 装置の 要求 事項 

fm^3 ISO 9241-3: 1992, Ergonomic requirements for office work with visual display terminals fVDTs) ― 
Part 3: Visual display requirements か らの 引用 事項 は， こ の 規格の 該当 事項 と 同等で あ る 。 
JISZ8514 人間工学— 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業 一 キー ボー ドの 要求 事項 

備<# ISO 9241-4:1998, Ergonomic requirements ior office work with visual display terminals (VDTs) ― 
Part 4: Keyboard requirements が, こ の 規格 と 一致 している。 
JISZ8518 人間工学 一 視覚 表示 装置 を 用いる オフ ィ ス 作業 一 表示 色の 要求 事項 

腩 4 ISO 9241-8:1997， Ergonomic requirements ror office work with visual display terminals (VDTs) ― 
Part 8: Requirements for displayed colours 力 s ， こ の 規格 と 一致 している。 
JIS Z 8524 人間工学 一 視覚 表示 装置 を 用いる オフ ィ ス 作業 一 メニュ 一対 話 

漏考 ISO 9241-14:1997, Ergonomic requirements for office work with visual display terminals fVDTs) ― 
Part 14: Menu dialogues が, こ の 規格 と 一致 している。 
JIS Z 8525 人間工学— 視覚 表示 装置 を 用いる オフ ィ ス 作業 一 コ マン ド 対話 

Part 15: Command dialogues カミ， この 規格と 一致して いる。 
ISO 9241-9:2000 Ergonomic requirements for office work with visual display terminals (VDTs) - Part 9: 

Requirements for non-keyboard input devices 
ISO 13406-2:2001 Ergonomic requirements for work with visual displays based on flat panels — Part 國 

Ergonomic requirements for flat panel displays 
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3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語 は， JISX 8341-1 による。 

4. 基本 原則 企画 • 開発 • 設計者が， 情報処理 装置 及び その 周辺 装置の 情報 ァクセ シビリ ティ を 確保 さ 

せる ための， 基本的 要件 は 次のと おりと する。 

a) 企画 • 開発 • 設計す る 段階 か ら ， 高齢者 • 障害者が 操作 • 利用 できる よう 配慮 し な ければ な ら ない。 
備考 すべての 利用者が 情報に アクセス できる よう， 企画 • 開発' 設計の 段階から 情報 ァクセ シビリ 

ティ を 確保し， サービスの 提供 範囲 を 限定したり， オペレーター などの 雇用に 制限 を 与える こ 
とがあって はならない。 

b) 提供す る 情報 ァク セシビ リ ティが 一つの 機能で 実現で きない 場合 は， 一つ 又は それ以上の 機能の 組合 
せに よつ て 情報 ァ クセシ ピリ ティ を 確保す る。 

備考 高齢者 • 障害者の 感覚 能力， 身体 能力 及び 認知 能力の 低下の 程度 は 多様で あり， 一つの 解決 方 
法 だけで は 対応す る ことができない 場合 も ある。 対象と する 感覚 能力， 身体 能力 及び 認知 能力 
の 状態 'レベルに 応じて， 複数の 方法， 又は それらの 組合せに よって その 解決 方法 を 提供す る 

必要が ある。 

また， 解決 方法 は， ハード ゥヱァ （支援 機器 も 含む） 又は ソフトウェア による もの だけで は 
なく， それら の 組合せ によつ て 要求 事項 を 満足す る 機能が 提供で きれば よい。 

ま た， JIS X 8341-1:2004 の 基本的 要件 及び 推奨 要件に ついて も 配慮 し な ければ な ら ない。 

5. 基本的 要件 
5.1 操作 

5.1.1 感覚 能力， 身体 能力 及び 認知 能力に 対する 負担の 軽減 視覚， 聴覚な どの 感覚 能力， 体格， 筋力な 

どの 身体 能力， 理解， 把握な どの 認知 能力に 配慮し， 操作が 負担と ならない ように 配慮し なければ ならな 

い。 

例 1. 視覚に 障害が ある 人の 場合， 文字が 小さす ぎて 読む のが 困難で あったり， 大きす ぎて， 文字 を 

追う のが 負担であった りする 場合が ある。 
例 2. 聴覚に 障害が ある 人に とって は， 音が 小さす ぎたり， 聞き取りに く い 周波数 帯の 音声であった 

りする と， 聞き漏らさ ないよう 注意して 聞く のが 負担になる ことがある。 
例 3. 補聴器な ど を 利用して いる と， 大きす ぎる 音が 著しい 不快 感を 生む こ と 力 ^ ある。 
例 4. 大きな 力が 必要な 操作， 繰返し 操作， 激しい 動作な ど を 強いられ ると， それが 身体の 負担に な 

る 利用者が いる。 

例 5. 片手で しか 操作で きない 人に 対して， 両手が 必要な 操作 を 強いてし まう と， 片手の 代わりに 顔 

を 使ったり， ひじ （肘） を 使ったり して 無理な 体勢 を 強いる ことがある。 
例 6. 階層の 深い 又は 理解す るのに たく さんの 情報 を 読んだり 聞いたり する 必要が ある 操作 は， 認知 
能力に 対して 負担に なるこ と 力ま ある。 
5.1.2 操作の 一貫性 操作の 一貫性 は， 次に よる。 

a) 特定の 身体の 機能 を 用いて， 一貫して 情報の 取得， 把握 及び 操作が 可能な ように 配慮し なければ なら 
ない。 

例 1. ボイ ン ティ ング デバイス を 使用で きない 利用者が， 一貫して キー ボー ド 操作 だけで 入力で きる。 
例 2. 片手で だけで 操作 可能な 利用者が， 一貫して 片手 だけで 入力で きる。 

b) メニュー 対話 及 びコ マン ド 対話 における 一貫性 について は， JIS Z 8524 及 び JIS Z 8525 による。 
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参考 メニュー 対話 及 びコ マン ド 対話 に お け る 一貫性 について は， MS Z 8524 及 び JIS Z 852 5 の 中 の 

該当 部分 を 抽出して 附属 書 3 に 示す。 
5.1.3 誤 操作の 防止 利用者の 視覚， 聴覚な どの 感覚 能力， 体格， 筋力な どの 身体 能力， 文章の 理解力な 
どの 認知 能力の 程度に よって， 利用者が 誤 操作 をし ないように， 配慮し なければ ならない。 

例 1. 各種の 操作 キーが ある 場合に は， 視覚 的に 分かりやすく する ために， 操作 キーの 配置， 配色- 

コントラスト， 形状の 変更， 各 操作 キーに 説明文 字 を 印字す るな どの 配慮 をして 機器 を 設計す 

る。 

例 2. 筋力 低下の ために， キーボード 上で 手 を 浮かし 続ける ことができない 場合， 手の 震え 及び 不随 

意 運動の ために 押したい キー 以外の 他の キーに 触れて しまう 場合 は， キー ガードな どの 補助 手 

段 を 利用で きる ように 配慮して 機 IS を 設計す る。 
例 3. 利用者に 応答 を 求める ときには， ^潔で 分かりやすい 表現 を 用い， 文字で あれば 読みやすい 大 

きさの 文字 を 用いる。 音声で あれば， 明りよう （瞭） な 口調で， 聞 取り やすい 音量な どに 配慮 

して 機器 を 設計す る。 

例 4. 利用者が， その 文字 サイズ， 配色 'コントラスト， 音声の 音量， 速度な ど を， その 機器 又は 補 

助手 段 を 用いて 変更で きる よ う に 榨器を 設計す る。 
例 5. 視覚に 障害が ある 人に は， 操作の 基準と なる 位置の キーに 凸 記号 表示 を 付けたり， キーに 触れ 

る とその キーの 名称 や 機能の 読み上げ を 行う など， 触覚 又は 音声で 正しい キーが 分かる よう に 

機器 を 設計す る。 

5.1.4 誤 操作の 取消し 誤 操作に 対する 復旧の ための 配慮 をし なければ ならない。 
例 1. 複数回の 操作 を 1 回ず つ 取消し， 操作 前の 状態に 順に 戻れる 機能 を もつ。 

例 2. 誤 操作に よって， 誤 操作の 前の 状態に 復旧す るのに 時間 を 要する 場合に は， 自動的に ファイル 
のバッ ク アツ プを 一時的に 取得す る こ と に よって 復旧で きる 機能 を もつ。 
5.1.5 操作 方法の 提供 ハー ドウ エア 及び ソフ トウ ユアの 操作 方法の 情報 を 提供す る 場合 は， 利用者が 複 
数の^ 段で 取得で きる よ う に 配慮 しなければ な ら ない。 

例 操作 方法 を 音声で 提供す る 場合， 音声が 聞こえない • 聞こえに くい 人の こと を 配慮して， 画面に 
テキスト でも 同時に 表示す る。 
5.1.6 確認 機能 操作に おいて， 次の 確認が できる ようにす る。 
一 装置が 使用可能な 状態 かどう か 

- 装置が 使用で きなくなる ことが 予見で きる 場合に は， その 内容 
― 意図した 入力が なされて いるか どうか 
― 操作の 結果 

例 1. 電源を入れ 操作 可能と なった 場合， 画面 表示 以外に 音声で 知らせる 手段 を 提供す る。 

例 2. 携帯 情報通信 機器の 電池 切 n の 可能性 を 知らせる ために， 電池の 消費 状況 は， 表示 以外に 音声 

でも 確認で きる。 

例 3. 数値し か 入力で きない 入力 エリアに 誤って 文字 を 入力した よ う な 場合に， 単に 警告音 を 出す だ 

けで な く ， 聴覚に 障害の ある 人で も 認知 可能な 手段で 提供す る。 
例 4. 画面 に 警告メッセージ を 出した 場合， そ れが 視覚 に 障害の ある 人に 対しても 理解で きる。 
参考 使用可能 ではない 状態と は， 電源が 入って いない 状態 又は， 別の 動作 を 実行中で 操作 を 受け 付 

けない 状態な どが 考えられる。 
備考 装置が 異常 状態に なって いる 場合の 規定 は， 5.1.8 による。 
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5.1.7 システムの 立ち上げ， 終了， 再 スタート 装置の 使用 開始 及び 終了 は， 利用者 自身に よって 操作で 

きる よう に 配慮 し な ければ な ら ない。 

参考 装置の 使用 開始と 終了の ための 物理的 操作と を， 利用者が 1 人で はでき ない 場合が ある。 

例 1. 電源 スィッチの 位置， 大きさ， 形な どに 対して 配慮す る。 

例 2. リモート スィ ツチな どの 代替 手段 を 用意す る。 
5.1.8 異常 時の 操作 異常が 発生 し た 場合で も ， 利用者 自身に よ つて 強制 終了 又は 再起動で きる よう に 配 
慮し なければ ならない。 

参考 利用者が 異常 時と 想定した 場合， 利用者 自身に よって 強制 終了 又は 再起動が 容易に でき， 機器 
に 悪影響が な く ， 異常になる 操作の 前の 状態に 復帰で きる ようにす る こと が 考えられる。 ' 
5.2 用語 • 表記 

5.2,1 —般的な 用語 • 表記の 使用 専門用語， 外来語 及び 略語 を 多用せ ず， 分かりやすい 表現 を 用いる こ 
とが 望ましい。 

備考 1. 専門用語， 外来語 及び 略語 を 使う 場合 は， 用語集 を 用意す るな ど， 利用者の 理解 を 助ける よ 
うに 配慮す る。 

2. 装置の 表記 及び マニュアル は， 利用者が 装置 を 効果的に 使用す るた めに， 容易に 正確に 理解 
できる ことが 必要で ある。 

5.3 独立性 

5.3.1 操作 情報 及び データの 独立性の 保証 操作 情報 及び データの 独立性の 保証 は， 次に よる。 

a) オペレーティングシステム は， 利用者が 情報 ァ クセ シビリ ティの 目 的で 設定 した 表示 及び 設定 に^す 
る 情報 を 利用者の 許可な く 書き換えて はならない。 

参考 オペレーティングシステムの 提供す る 情報 ァクセ シビリ ティ 機能， 設定 を， オペレーティング 
システム 又は アプリケーション カミ， 利用者に 知らせず 変更して しまう と， 利用者 は その後の 操 
作 を 誤ったり， 不可能に なったり， 周りの人に 迷惑 を かける 場合が ある。 

例 1. 聴覚 障害の あ る 人が 音声 出力 を 使用 しないので オフに している とき， 自動的に オンに すると， 
利用者 は 知らずに 周りに 迷惑 を かける こ とが ある。 

例 2. 聴覚 障害の ある 人が， 聞こえに くいので 音声 を 大きく している 場合に， 自動的に 小さく すると 
音声に 気が付かな いこ と 力? ある。 

例 3. 利用者が 色覚 障害の ために 配色 を 変えて いる 場合に， それらの 設定 を 自動的に 変える と 判別が 
できなかったり， 誤って 読み取った りする ことがある。 

例 4. スクリーン リ 一 ダを 利用 している 視覚 障害の ある 人の 環境に おいて， 自 動的 に 音声 を オフに し 
てし まう と， 利用者 は 何が 起きて いるの か 分からな く なって しまう。 

b) アプリ ケーシ ョ ンは， 情報 ァクセ シビリ ティの 目的で オペ レー ティ ング システム を 介して 利用者が 設 
定 した 表示 及び 設定に 関する 情報 を， 利用者の 許可な く 書き換えない ことが 望ま しい。 

備考 他の 利用者の 意図的 又は 偶然の 書き換え を 防ぐ こと はでき ないか もしれ ない が， 万一 書き換え 
られた 場合 も， 容易に 元に 戻せる ことが 望ましい。 
5.3.2 アプリケーション 間の 独立性の 保証 アプリケーション 間の 独立性の 保証 は， 次に よる。 
a) ある アプリ ケ ーショ ンで 有効に なって いる 情報 ァクセ シビリ ティ 機能 を， 他の アプリ ケ ーショ ンが中 

断して はならない， 又は 無効に して はならない。 

参考 アプリケーション 力;， 情報 ァクセ シビリ ティ 機能 を 固定 的に もっている 場合， 既に 利用者に 適 
した 設定に なって いる 配色， 音量な ど を， 変更したり， 中断して しまう ことがある。 
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b) アプリケーション が 情報 ァクセ シビリ ティ 機能 設定 を 変更しょう とする 場合， 変更の 確認 を 要求し， 
利用者の 了解 後に 変更す る。 また， アプリケーション 終了 時に， 元の 設定に 戻す。 
参考 アプリケーションが どうしても 独自に 変更したい 場合， アプリケーション 終了 時に 元の 設定に 
戻す ことで， 他の アプリケーションの 設定に 影響 を 与えない。 
5.3.3 開発' 設計 仕様 変更に 関する 要件 アップ グレード 又は アップデート において， 既に 提供され てい 
る 情報 ァクセ シビリ ティ 機能が 損なわれて はならない。 

参考 高齢者 は 新規の 学習が 困難で あり， 操作 手順の 部分的な 変更 は， 変更 前の 手順との 混同 を 誘発 
し， 誤 操作の 原因と なること が 多い。 また， 重度の 肢体 不自由の ために， 手の 動かせる 範囲に 
制限が あったり， 手 以外の 機能 を 利用して， 一つの スィッチ 及び ボタンで 操作 を 行って いる 場 
合， 操作 手順の 変更 は， 変更 前の 手順との 混同 を 誘発し， 誤 操作の 原因と なること が 多い。 
参考 マルチメディア 機能 及び， その他の 高度な 機能の 提供に よって， 従来 実現して いた 情報 ァクセ 
シビリ ティ 機能の レベルが 低下す る ことがある。 
5.4 接続性 

5.4.1 インタフェース 仕様-プロトコル インタフェース 仕様' プロトコル は， 次に よる。 

a) 外部 接続す る 入出力 機器の ハード ゥヱァ 及び ソフト ゥヱァ は， その 接続 対象と なる 情報通信 機器の 外 
部 接続 ィ ン タフ ヱース 仕様 を 公開す る ことが 望ましい。 

備考 代替 キーボード， 代替 ポインティング デバイス， 各種 スィッチ， 点字 プリンタ など を 設計' 開 
発する ために は， 外部 接続 機構の ハー ドウ ヱァ 仕様 及び ソフ トウ ヱァ 仕様の 公開が 不可欠で あ 
る。 このため， 情報処理 装置， 周辺 装置な どの 情報 ァクセ シビリ ティ 開発 者 は， 情報処理 機器 
本体 及び 周辺 装置な どの ハー ドウ ヱァ 仕様 及び オペ レー ティ ング システム を 含む ソフ トウ エア 
仕様 を 公開す る ことが 望ましい。 

b) 外部 接続す る 入出力 機器の ハード ゥヱァ 及び ソフトウェア は， 製造業 者 間で 広く 使われて いる インタ 
フェース 仕様 を 使用 する ことが 望ましい。 た だ し ， 外部 接続す る 入出力 機器の イン タフ ヱース 仕様 を， 
今後， 製造^ 者 間で 広めよう とする 場合に は， この 限りで はない。 

参考 代替 キーボード， 代替 ポインティング デバイス， 各種 スィッチ， 点字 プリンタ などの 外部 接続 
する 入出力 機器の インタフェース 仕様 は メーカー 間で 広く 使われて いるもの を 用いる こ とに よ 
つて， 同一 目的の 他の 本体 システムに その 入出力 機器 を 接続で き， 利用者の 機器 選択の 幅 を 広 
げる ことができる。 

備考 有線で 接続され る ものより は 無線で 接続され る ものの 方が より 望ましい。 ただし， ペース メ一 
力な どの 身体への 配慮が 必要で ある。 
5.4.2 外部 オプション 機器の 差込み 口の 位置 頻繁に 抜き差し する もの は， 次の 事項に 配慮して， 抜き 差 
しが 容易で ある ことが 望ましい。 

例 1. 頻繁に 接続 変更す る 端子の 位置， 形状 は， 挿入し やすく， 誤 入力され ないように 配慮す る。 
例 2. 電子 媒体 を 正しい 向きで 挿入 '取 出しが できる よう に， 電子 媒体の 揷 入口の 位置 及び その 挿入 
方式に ついて， 配慮す る。 

例 3. コネクタ 類に ついては， 正しく 容易に 接続で きる ように， 位置， 配色 'コントラスト， 及び 形 

状に ついて 配慮す る。 

参考 筋力 低下， 麻 ひ （痺 )， 手の 震え， 不随意運動， 加齢に よる 筋力 低 - r などの ために， 電子 媒体の 
交換が 難しい， 周辺 装置の 接続が 難しい などの 場合が ある。 また， 視覚 障害， 加齢な どに よる 
視力 低下の た めに， それら の 位置 及び 着脱の 向 き が 分か りづら い 場合が あ る 。 
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5.5 身体の 安全性 

5.5.1 安全性の 確認 利用者の 不用意な 動きに よって， 利用者の 安全 及び 健康に 悪 影ぎ を 与える よ う な 機 

器の 動作が 生じない ように 配慮し なければ ならない。 場合によって は， 製品 及び システム を 安全に 停止す 
る 力、， 又は 利用者 力 《混乱， 困惑し ないよう に 警告の 提示 を 行う よ う に 配慮 し なければ な ら ない。 

例 1. 視覚 障害の ある 人が へッ ド フォン を 利用して 音に よる 情報 を 用いて 操作して いると きに， 予想 

外の パワーの 音が 突然 加 わり， 聴覚 系に 障害 を 与える ことがない ようにす る。 
例 2. ブザー 音 又は 音声 情報 出力 時の 画面に 一部 を 点滅 させたり， エラーメッセージ などの 画面 情報 

表示 時 に， 音 又は 音声で その 状況 を 知らせる ようにす る。 
例 3. 視覚 及び 聴覚 両方に 障害が あ る 場合に 対応で きる ようにす るた めに は， 振動な ど 触覚 を 通 し て 

情報 を 提示す る 機能が 必要で ある。 
例 4. 利用者が 誤って 危険な 作業 を 行う と 予見され る ことに ついては， 複数の 手段で 利用者に 提示す 

る。 

参考 視覚に 障害が あり 手探りで 操作す る 必要が ある 場合に も， 利用者が 認識で きる 手段で 事前に 操 

作 上の 注意 • 2 告を 提供して あれば， 利用者 は， 操作 時の 危険 を 回避で きる。 
参考 これらの 機能 は， 知的 障害に 対しても 利用の 手助けになる。 
5.5.2 光源 性 てんかん などの 予防 画像， 光な ど を 点滅させる 場合 は， 光源 性 てんかん （癲癇） など 誘発 
させない ように， 点滅 条件 を 配慮し なければ ならない。 

参考 光の 明滅に よって 光 感受性 発作 （光源 性 てんかん） を 誘発す る ことがある。 20 Hz の 時間 周波 
数に ピークが あり， 特に 赤と 青と を 交互に 点滅す る こと は， 光 感受性 発作 を 誘発し やすい。 利 
用 者の 安全性に 関する ことで あるので 最大限の 配慮が 必要で ある。 
5.5.3 アレルギー に関する 配慮 アレルギー を 引き起こす 可能性の ある 素材の 使用 は 避ける よう に 配慮 
する。 

5.6 セキュリティ に関する 要件 

5.6.1 情報 漏え い （浪） 漏え い （拽） して はならない 情報 を 扱う 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 を 利用 
する ときには， 情報の セ キ ユリ ティ を 確保した ァ クセシ ブルな 操作 方法 を 提供 し な ければ な ら ない。 

参考 情報 セキュリティに 配慮し ないで 音声 化 及び 画面 拡大 を 行う と， 第三者に パスワード， 個人 情 
報な どの 重要な 情報が 盗 まれる 可能性が あ る 。 
5.6.2 利用者の 識別 手段に 対する 代替 手段 利用者の 識別 及び 装置の 操作の 許可に バイ オメ トリック ス 
を 使用す る 場合 は， 利用者の 身体 的な 特徴に 頼らない 代替の 識別 手段 を 選択で き るよう にす る。 一 

参考 指紋 認証， アイリス 認証， 顔 認証な どの 認証 方式 を 使用す る 場合 は， テンキー などで 暗証番号 
が 入力で きるな ど の 代替の 手段 を 用意す る ことが 考えられる。 

例 事故な どに よって 手に 障害が あ り ， 指紋 認証が 不可能な 利用者が レ ゝる ことに 配慮す る 必要が あ る 。 
5.7 個人情報 に関する 要件 

5.7.1 代替 手段に よる 情報 漏え い （洩） の 防止 代替 手段 を 用いる 場合で あっても プライバシー に関する 
情報が 第三者に 知られな いように 配慮 し な ければ な ら ない。 

例 1. 音声 を 出力す る 場合， 音声が 流れて いる ことの 表示 又は 音声 出力の 停止の 選択が できる よう 配 

慮す る。 

参考 聴覚 障害の ある 人の 場合， 音声 出力され ている ことに 気が付かない 場合が ある。 
例 ム 情報処理 装置， その 周辺 装置な ど を 使用して 個人情報 を 入力 するとき などに， 画面 表示 及び 入 
力 操作が 横から のぞ （靦） かれない ように 配慮す る。 
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例 3. イヤホン 及びへ ッ ド フォン を 付けた と きに， 本体 スピーカーからの 出力 を 止められ るよう にす 

る。 

5.7.2 利用者への 適切な 警告 個人情報が 漏え い （洩） する 可能性が ある 場合， 入力 操作の 前に 適切な 手 

段で 利用者に 警告す る ことが 望ましい。 . 

参考 ff 告の 提供 は 必ず 入力 操作の 前に 行う 必要が あり， 利用者が どのような 代替 手段 を 必要と して 
いるかの 選択 手段 を 提供し， また 基本的な 入力 操作 及び 代替 手段 を 選択し ない 場合の 問題点に 
関して， 適切な 警告 を 提供で き るよう にす る ことが 考え ちれる。 
参考 利用者が， 情報処理 装置 及び その 周辺 装置の 入力 操作 を 行う 場合に 発生す る プライバシー 上の 
問題点 を 正しく 認識す る こと は， プライバシーの 保護の ために 重要で ある。 利用者の 中には， 
初めて 利用す る 人と， 何回も 利用して 慣れた 人が いるので， 必ずしも すべての 人に C 告が 必要 
という わけで はない が， 初めての 人の 場合 は 適切な 警告 は 非常に 有効で ある。 
5.8 コンテンツ 保護 手段に 関する 要件 

5.8.1 利用の 権利 著作権な ど を 理由に データ を 保護す る 場合で も， 利用す る 権利 を 認められた 利用者に 
とって は 何 ら かの 方法で 利用 可能に し な ければ な ら ない。 

参考 視覚 障害の ある 人 は， 画面に 表示され た 文章 を 点字 出力， 音声 出力， 音声 出力な どで 読みたい 

という 場合が ある。 これに は テキスト データが 必要で ある。 
参考 現在の 著作権法 では， 公表され た 著作物から 点字 出力の ための 電子化 点字 ファイルへの 変換 及 
び 公開 は 認められ ている （平成 12 年 改正 著作権法 第 37 条： 公表され た 著作物 は 点字に よって 
複製す る ことができる。 公表され た 著作物 は 電子計算機 を 用いて 点字 を 処理す る 方式に よって， 
記録 媒体に 記録し， 又は 公衆 通信 を 行う こ とがで きる）。 
参考 文化庁で は 著作権 者が 自分で 著作権の 自由 使用 を 認める 場合， "障害者 OK" の マーク を 付ける 
こと を 勧めて いる。 この マ一 クは 文化庁の Web ページから 自由に ダウンロード できる。 
5.9 環境に 関する 要件 

5.9.1 周囲への 配慮 音響 出力， 振動 出力， 画面の 点滅な ど は， それが 行われて いる ことが 障害の ある 人 
にも 分かり， かつ， 周囲に 影響 を 与える ことのな いように， その 出力 レベル， 程度の 調整が できる ように 
しなければ ならない。 

参考 聴覚 障害の ある 人の 場合， 装置から 大きな アラーム 音が 出て いて 周囲へ 迷惑 を 与えて いても 分 
からない ことがある。 視覚 障害の ある 人に は 分からな いが， 画面の 点滅 は 周囲の 人の 気 を 散ら 

, す こと も ある。 振動 も 周囲への 悪 影， のない 程度に する 必要が ある。 このような 状態が 障害の 

ある 人に も 分かり， 周囲へ 悪影響がない よ う に 調整で きる よ う にす る 必要が ある。 

5.10 支援者に 関する 要件 

5.10.1 支援者への 配慮 支援者への 配慮 は， 支援者が 障害の ある 人と 一緒に 利用す る 場合 を 想定して 設計 
をす る ことが 望ましい。 

参考 支拔 者が 障害の ある 人と 一緒に 機器 操作， 作業 をす る ことがある。 支援者が 操作 方法 を 教える 
場合 又は 利用者が， エラー， ハングアップ などの 処理 をで きないと きに 手助けす る 場合な どで 
ある。 このと き， 利用者 は 自分に 合った 支援 技術 及び 機器の 設定 を 用い， 支援者 は 通常の 設定 
で 操作で きる ことが 望ま しい 場合が ある。 

例 1. 利用者が 画面 拡大 機能 を 使って いると き， 支援者 は 通常， 画面で 全 画面が 見える ようにして 操 
作したい ため， その都度 設定 画面 を 開いて 切り換え るので はなく， ワンタッチで 相互に 切り 換 
えられる ようにす る。 
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例 2. 利用者が キー入力 確定 条件 及び 反復 入力 条件 を 設定して とき， 支援者 は 通常の キー タイ ミン グ 
で 入力した いため， その都度 設定 画面 を 開いて 切り換え るので はなく， ワンタッチで 相互に 切 
り 換えられる ようにす る。 

例 3. 利用者が オンス クリーン キー ボー ドを オート スキャン モードに よって 1 スィ ツチで 操作して い 
ると き， 支援者 は 通常の キーボード， マウス， 又は オンス クリーン キーボード を マニュアル ス 
キ ャ ン 方式で 操作で き るよう にす る。 両方の 操作が どちらから でも 同時にで きる よ う に 配慮す 

る。 

5.11 日常の 継続 使用に 関する 配慮 要件 利用者が 継続して 利用す るた めに 必要と なる 作業 は， 利用者 自 

身に よって 実施 可能で ある ことが 望ましい。 

例 バッテリーの 充電， 電池の 交換， 紙の 補給， インク， トナー カートリッジの 交換な ど。 

6. システムの 入出力に 関する 要件 
6.1 視覚 情報 （出力） 

6.1.1 位置 及び レイアウト 位置 及び レイアウト は， 次に よる。 

a) テキスト 及び コントロール （ラジオ ボタン， エディット ボックス， リスト ボックス など） の 配置 は， 
タブ キーに よる 操作の 順序， 及び 支援 技術が 読む 順序 を 考慮して 配置し なければ ならない。 

参考 画面 上の レイアウトが 視覚 的に は 適切に 配置され ていたと しても， スクリーン リーダな どの 支 
援 技術 を 使 う 場合に は， 利用者が 受け取る 順序が 異な る 場合が ある。 

b) 操作 及び コマンドの デザイン は， 一貫性 を もたせる ことが 望ましい。 

参考 いったん 学習して 慣れた 操作から， 大きく 逸脱し なければ， 認識 又は 記 億に 頼らなくても， 容 

易に 類推して 操作す る ことができる。 
参考 タスク モデル （利用者が 頭に 描く モデル） が 従来の インタフェースと 大きく 異なる ような ざん 
(斬） 新な 操作 モデルの 場合， 従来の 操作との 一貫性 は 保 たれなくても， 大幅な 操作 性の 向上 
が 得られる 場合 も ある。 
参考 一貫性 は ァ プ リ ケーシ ヨン 内の 一貫性 と 機器 全体 と し ての 一貫性 とが ある。 
参考 メニュー 対話 及 び コマンド 対話 に お け る 一貫性 について は， J IS Z 8524 及 び JI S Z 8525 の 中 の 
該当 部分 を 抽出して 附属 書 3 に 示す。 
6.1.2 色 及び コントラスト 色 及び コントラスト は， 次に よる。 

a) 画面に 表示され る 情報 は， 見やす い 輝度 • コントラストに 調節で きなければ ならない。 

備考 数値に ついては， JISZ8513 による。 ただし， フラッ ト パネルに 関して は ISO 13406- 2 による。 

b) 色に よって 表現され ている すべての 情報 は， その 色 を 再現で きない 環境 又は その 色 を 認知で きない 状 
況に おいても そ の 情報 を 得 られ るよう にす る。 

備考 1. 配色に ついては， JISZ8518 による。 ただし， フラット パネルに 関して は ISO 13406-2 によ 

る。 

2. 配色に よる 識別 手段 は， 色覚 障害の ある 人に とって は， 次善の ものである こ とに 注意す る （JIS 
Z 8518 参照）。 

c) 前景 色 と 背景 色 と の 組合せ は， 十分な コントラスト を 与える ような ものにする。 

備考 輝度 コントラスト は， JISZ8513 に 従う。 ただし， フラット パネルに 関して は ISO 13406-2 に 

従う。 

参考 [a) 〜c) に 共通] 遺伝に よる 原因， 加齢に よる 視力 低下， 水晶体の 変色に よる 色覚の 変化 
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などの ために， 利用者の 色に 対する 感覚 は 多様で あり， ディスプレイ 内に 表示され る 背景， 文 
字， ボタン， アイコン などが 配色に よって は見づ らく， 画面 情報 を 誤 認識す るな ど， 見る こと 
の 効率が 悪く なる 場合が ある。 

6.1.3 表示の 拡大と 縮小 画面に 表示され る 情報 は， 見やす い 大き さ に 拡大 又は 縮小で きる ようにし なけ 

れ ばなら ない。 

備考 弱視， 加齢に よる 視力 低下な どのた めに， ディスプレイ 内に 表示され る 文字， ボタン， アイコ 
ン などが 小さ く て見づ らい 場合 及び， 視野が 狭いた めに 画像 情報 を 一度に 見られず 画像 情報 を 
誤 認識す るな ど， 全体 を 見る 効率が 悪くなる 場合が ある。 このため， すべての 画面 情報 を 見や 
すい 倍率で 拡大 表示 • 縮小 表示で きる 機能が 必要で ある。 ただし， 視覚 障害 は 多様で あるので， 
一時 だけ 拡大す るの か， 常に 拡大す るの か， どの 程度まで 拡大す るの か， 拡大す る ことで 覆わ 
れて しまう 部分 はどうす るの かな どに ついて， 作成者 は その アプリ ケ ーショ ン 及び コンテンツ 
によって 十分に 配慮す る こ とが 望ま しい。 

例 1. 拡大 '縮 小す る 領域 は， 利用者が 必要な 時点で カーソル 移動 キー， マウスな どで 指定で きる よ 
うにす る， また， ポインタ 又は カーソルの 移動に も 追従で きる ようにす る。 これによ つて， メ 
ニュー 選択 時 や 文章 作成 時に 操作 • 選択すべき 可能性の ある 部分 を 見失いに く く なる。 

例 2. 拡大 表示す る と 全体の レイ ァゥ ト などが 理解 しづら く なる ので， 元の 表示 倍率に 戻せる 機能 を 
付ける。 

6.1.4 図形 '画像 図形 及び 画像 を 用いる 場合に は， 代替 テキスト を 提供し なければ ならない。 

参考 視覚 障害な どのた めに， 情報が 画像 又は 写真 だけで 表示され ている だけで は， スクリーン リー 
ダを 使用しても その 内容 を 理解で き な レ 、場合が あ る 。 
6.2 聴覚 情報 （出力） 

6.2.1 音量 及び 周波数 音量 及び 周波数 は， 次に よる。 

a) 音量の 変更が でき るよう に しなければ な ら ない。 

備考 音量 は， できるかぎり 広い 範囲で 調整 可能で ある ことが 望ましい。 

b) 周波数 帯域 ごとの 音量の 変更が できる ことが 望ま しい。 

c) 報知 音 は 単一の 周波数で はなく， 複数の 高さの 周波数で， 同時 又は 交互に 出力され る ことが 望ましい 

(J1SS0013 参照。）。 

参考 [a) 〜c) に 共通] 音声 情報の 音量が 小さかったり， 周波数が 高す ぎたり 低す ぎたり すると， 
聴覚に 障害の ある 人 は， 情報 を 取得で きなくなる 可能性が ある。 
6.2.2 速度 速度 調整 • 中断 • 再開な どが でき るよう にしなければ ならない。 

参考 聴覚に 障害の ある 人， 学習 障害が ある 人な どの 場合に は， 音声の 再生 速度 を 遅くしたり， 適当 
なと ころで 間 をと つたり すると， 内容 を 理解し やすくなる ことがある。 中断して 内容 を 把握し 
た 後に 再開す る こと で 情報の 理解が 容易 になる こと も ある。 音声で し か 情報が 取得で きないよ 
うな 人の 場合に は， 速い 再生の 方が 好まれる 場合 も ある。 
6.2.3 音響の 状態の 表示 重要な 音響 出力 情報 は， 聴覚 以外の 手段で も 提示し なければ ならない。 

備考 警告音の ように 重要な 情報 を 提供す る 場合に は， 聴覚に 障害の ある 人に 対しても その 情報が 正 
しく 伝わる ように， 音響 以外の 方法 も 用いる 必要が ある。 例えば， 表示 画面 全体の 明滅に 置き 
換える， 又は 提供す る 内容 を 文字， 図な どに 変えて 画面に 表示す る ことが 必要で ある。 
6.2.4 外部 出力端子の 用意 イヤホン 又はへ ッ ド フォン を 接続す るた めの 外部 出力端子 を 用意す る こと 
が 望ましい。 
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参考 利用者 力 H - 分な 音量 を 得る ために， 又は 音声が 周囲の 人に 聞こえて しまわな いように， ィャホ 
ン 又はへ ッ ドフ才 ンを 接続で き る 外部 出力端子 を 用意す る こ と が 考えられる。 

参考 接続した 場合に， 本体 スピーカーからの 出力 を 止める 機能 を 設け， 選択で きる ようにす る こと 
が 考えられる。 

6.3 動画 • 音 情報 （出力） 

6.3.1 動画 • 音の 代替 情報の 提供 動画 • 音の 代替 情報の 提供 は， 次に よる。 

a) 動画の 情報に ついては 音声で も 提供で きなければ ならない。 

参考 情報が 映像で 提供され ている だけで は， 視覚 障害 又は その 画面 を 見る ことので きない 状況に お 
いて は， その 内容 を 得る こ とがで きない 場合が ある。 

b) 音の 情報に ついては テキス ト でも 提供で きなければ ならない。 

参考 情報が 音で 提供され ている だけで は， 聴覚 障害， 騒音 環境 下な どで は その 情報が 聞き取れず そ 
の 内容 を 理解で き な い 場合が あ る 。 

c) 上記 a) における 代替 情報で ある 音声 及び， b) における 代替 情報で ある テキスト は， 動画 *^ と 同期 
して 提供す る ことが 望ましい。 

d) 動画 • 音 情報の 代わりに 内容 を 説明した テキス 卜の 代替 情報 を 提供し なければ ならない。 

参考 [a) 〜d) に 共通] こうした 配慮 は 記憶 *認 知に 関して 何ら かの 障害の ある 利用者に とって 
も 有効な 配慮で ある。 

6.3.2 動画 • 音の 再生 機器 及び ソフト ゥヱァ が 動画. 音 を 再生す る 場合に は， 6.3.1a), b)， c) に 示さ 
れた 情報 を 再生 できなければ ならない。 
6.4 キー 及び ボタン （入力） 

6.4.1 キーの 人間工学 的 要求 事項 キーの 人間工学 的 要求 事項 は JISZ 8514 による。 

備考 1* キーの 設計に おいて は， 適切な 人間工学 的 配慮 を 行う。 JISZ8514 の 適用 範囲 は， 据え置き 
使用の 分離 形 リニア * キーボードに 限定され ている ため， ノート パソコン 用の キーボード， 
ボタン 類な ど は 含まれないが， 極力 条件 を 合わせる。 
2. J1SZ 8514 の 適用 範囲 以外の 場合で も， これ を 適用す る こと を 推奨す る。 
6.4.2 操作 性 （適切な 力な ど） 操作 性 （適切な 力な ど） は， 次に よる。 

a) 適切 な 力で キー， ボタン 及び スィッチの 操作が で きる ように 配^ しなければ ならない。 

b) 押 しゃすい キー， ボタン 及び スィッチの ストローク を 確保す るよう に 配慮 し な ければ な ら ない。 
参考 [a)， b) に 共通] キー， ボタン 及び スィッチの 押下 力 や ストローク （キーの 変位） が 大き 

すぎる と， 筋力 低下した 利用者に 過度の 負担 を かける ことになる。 逆に， 押下 力 や ストローク 
が 小さす ぎる と， 手の 震え や 不随意運動 を もつ 利用者に 対して， 誤 入力 を 引き起こす 可能性が 
高くなる。 

6.4.3 配置 （余裕， 学習 性， 左右 差， 変更な ど） 配置 （余裕， 学習 性， 左右 差， 変更な ど） は， 次に よ 

る。 

a) キー， ボタン 及び スィッチの 位置 や 形状 は， 機能が 認識し やすく， 操作し やすく， 又は 誤 入力され な 
いように 配慮 しなければ ならない。 

備考 位置が 正しく 確認で きる ように， 配色， コントラスト， 形状 及び 触感 を 配置す る。 
参考 視覚 障害， 加齢に よる 視力 低下 及び 皮膚感覚の 鈍化の ために， それらの 位置 及び 機能が 分かり 
づ らい 場合が ある。 

参考 筋力 低下， 麻 ひ （痺 ）， 手の 震え， 不随意運動， 加齢に よる 筋力 低下な どのた めに， 主要な キー 
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及び スィッチ 類 （電源 スィッチ， リセット スィッチ など を 含む） が 押 しづら い 場合が ある。 
b) キー， ボタン 及び スィ ツチに 割り当てられ ている 機能の 割り付け を 利用者が 変更で きる のがよ い。 

備考 キー， ボタン 及び スィッチに 表示 （ラベル， 刻印な ど） が あるよう な 場合に は， その 表示 を 変 

更 できる ようにす る ことが 望ましい。 
例 右手し か 使えない ような 場合に， 左上 側に 配置され ている エスケープ キーの 機能 を， 右側に 配置 
されて いる 使用 頻度の 低い いずれ かの キーに 割り付ける。 
6.4.4 キー， スィッチ 及び ボタンの 入力 確定 条件の 設定 機能 システム は， キ一， ボタン 及び スィッチ を 
押 し 下 げて から 入力が 受け付けられ るまでの 時間 を， 利用者が 設定で きな けれ ばな ら ない。 

参考 手の 震え， 不随意運動 などの ために， 押したい キー 以外の その他の キーに 触れた だけで キー 入 
力が 確定され てし まい 誤 人力す る 場合が ある。 また， 筋力 低下の ため， キー を 一定 時間 以上 押 
す ことができず， 押したい キーに 触れた としても， キー入力が 確定し ない 場合が ある。 
6.4.5 二度 押しの 防止 最初の キー， ボタン 及び スィッチの 入力に 続いて， 同じ キー， ボタン 及び ス イツ 
チの 入力が ある 場合， その 時間 間隔が 設定した よりも 短い 間に 発生して いる 場合 は， その 入力 を 無視す る 
機能 を も た な ければ な ら ない。 

参考 利用者に よって は 押さえた キー を タイ ミン グょ く 離す ことができず， 同じ キーに 再び 触れて し 
まう ことがある。 このよう な 意図し ない 入力 は 極めて 短い 間隔で 発生す る 場合が 多い。 
6.4.6 反復 入力 条件の 設定 機能 システム は， キー • ボタン を 押し 続けた 場合の 反復 入力 条件 を 利用者が 
設定で き るよう に しなければ ならない。 

備考 1. 反復 入力 条件に は 次の ものが ある。 
- 反復 入力の 有効 • 無効 
一 反復 入力 開始までの 時間 
- 反復 入力の 間隔 （リピート 率） 
2. 文字 キーで は キーの 反復 入力 を 無効に し， 矢印 キーで は キーの 反復 入力 を 有効に したい 場合 
などが あるので， 任意の キー ごとに 有効 '無効 を 指定で きる よう にす る ことが 望ましい。 
参考 筋力 低下， 緊張， 加齢な どのた めに， 押さえた キ 一を タイミング よく 離す ことができず， キー 
の 反復 入力 機能 によって 意図し ない キー 入力が 生 じ ， 誤 入力 となる 場合が あ る 。 
6.4.7 順次 入力 機能 複数の キー • ボタン を 同時に 操作す る 代わり， それぞれの キー • ボタン を 順次に 操 
作 して 入力で きる 機能 を 設定で きる ようにし なければ ならない。 

参考 機能 を 使用す るた めに ，シフトキー を 使った キーボード 入力な ど， 複数の キー' ボタン を 同時 
に 押す 操作が ある [同時 打 けん （鍵） 操作]。 しかし， 四肢 又は 手指の 欠損， 筋力 低下 又は 麻 ひ 
(痺 )， 手の 震え 又は 不随意運動 などの ため， 1 本 指， 足， 口に くわえた 棒な どで 一つず つし か 
キー 操作が できず， この 同時 打 けん （鍵） の 操作が できない 場合が ある。 
6.4.8 ステータス 表示 操作に よって， 複数の 状態に 変わる 機能 を もつ キー， ボタン 及び スィッチの ステ 
一 タス が 確認で きる ようにし なければ ならない。 

備考 1. [CapsLock], [NumLock] などの 場合， その 状態が 押す たびに 入れ替わる もの は， 現在， ど 
の 状態に あるか を 何ら かの 方法で 利用者に 提供す る こと が 必要で あ る 。 
例 音の ffi 須を 変えるな どに よって 現在の ON • OFF の 状態 を 識別で きる ようにす る。 
2. 一般に は， 画面 上に アイコン など を 用いて 表示す る 力、， 機器 本体に ランプ を 設けるな どす る 

が， それに加えて， 視覚 障害の ある 人に は 音声で 提供す る こと も 必要で ある。 
例 キー入力 確定 時に 音， 音声な ど を フィードバック できる 機能 を 設ける。 
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6.4.9 凸 記号 表示 キーボード など キー， ボタン 及び スィッチが 多数 隣接して 並ぶ 場合， 各 キー， ボタン 

及び スィッチの 位置 認識 を 助ける ため， 手がかり となる 位置の キー， ボタン 及び スィッチ 上に 凸点 表示 を 
行う。 

備考 キー， ボタン 及び スィッチ を 見る ことが 困難な 場合で も， キーボード 上の 定位置に 確実に 手 を 
置く ことができる ように 特定の キー （例えば， 文字 キーで あれば F と J， テンキー であれば 5， 
ファンクションキー であれば 5 と 9 に 突起 を 付ける 力、， 凹凸 を 付けた 点字 • 記号が 印字され た 
シール を 提供す る。 

参考 J1SS0011 を 参考に する。 
6.4.10 配色 配色 は， 次に よる。 

a) キー 及び ボタンの 配色 は， 6.1.2b) による。 

b) キー， ボタン 及び スィッチに 表示され る 文字 及び 記号 は， 書体， サイズ， 太 さ， コントラスト などに 
配慮し なければ ならない。 

参考 色覚 障害， 加齢に よる 視力 低下な どのた めに， キー， ボタン 及び スィ ツチに 表示され る 背 ほ 色， 
文字な どの 配色が 見づ らく， 情報 を 誤 認識す る 場合が ある。 
6.4.11 入力の フォーカス 入力の フォーカス は， 次に よる。 

a) 入力の フォーカスの 位置 を 維持す る。 

備考 ある ウイ ン ドウで 操作した 最後の 入力の フォーカスの 位置 は， 利用者が 別の ウイ ン ドウで 別の 
操作 をした 後に 再度 元の ウィンドウに 戻って 操作 するとき に， 最後の 入力の フォーカス 位置が 
提供 される ようにす る 必要が あ る 。 

参考 これが できない と， 利用者 は， ウィンドウ 切り替えの 都度， 複数の キーストローク を 行わな け 
れ ばなら なくなる。 

b) 入力の フォーカス は 視覚 的に も， スクリーン リーダな どの 支援 技術 を 利用した 場合で も， 常に 容易に 
見つける こ とがで きな く て はならない。 

備考 [a)， b) 共通] 見やす さ 及び 一貫性に ついても 配慮し なくて はならない。 

参考 [a)， b) 共通] 利用者が 画面から 得る 情報のう ち， 入力の フォーカスが どこに あるかと い 

うこと はもつ とも 重要な 情報の 一つで ある。 これが スムーズに 利用者に 伝わらな いと， 利用者 

に は 過大な ス ト レス を 生む。 
参考 [a)， b) 共通] 色覚 障害， 加齢に よる 視力 低下な どのた めに， 細い 線で 囲んだり 下線 を 引 

くこと で 示される ような 入力 箇所 を 見つける ことが 困難な 場合が ある。 
6.4.12 キーボード による 操作 キーボード による 操作 は， 次に よる。 

a) キー ボー ドの 特定の キー 及び その 組合せ だけで ソ フ ト ゥヱァ のす ベての 操作 • S 択が でき る 機能 を提 
供で きなければ ならない。 

例 AUT (オルト） キーと 文字 キーと による メニュー 選択， TAB (タブ） キーに よる 選択 ボタン 間の 

移動， CTRL (コントロール） キーと "P" キーとの 同時 打 けん （鍵） による 印刷機 能な どが ある。 
参考 筋力 低下， 麻 ひ （痺 )， 手の 震え， 不随意運動 などで マウスが 操作で きない 場合， 又は 視覚 障害 
が あり マウス ボイ ン 夕が 見えない ために， ソフ トウ エアの 操作 • 選択 を キー ボー ドで 行わざる 
を 得ない 場合が ある。 

b) キーボードでの 移動 は， システムの 意図す る 入力の 順序で 行われる よ う にしなければ ならない。 
備考 1. ソフト ゥヱァ を 開発 するとき に， 独自の 機能 を 追加す る 場合 は， 特定の 組合せと 重ならない 

よ う に 配慮し なければ ならない。 
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2. [a), b) 共通] 位置が 正しく 確認で きる ように， 位置， 配色， コントラスト， 形状， 触 
感 など を 配慮す る ことが 必要で ある。 

3. [a), b) 共通] 操作の 一貫性に ついても 配慮し なくて はならない。 
6.4.13 フィードバック 機能 フィードバック 機能 は， 次に よる。 

a) キー， ボタン 及び スィッチの 入力が あつたと き， 画面 表示に は 関係な く， 音声 又は 画面 表示で それ を 
知らせる 機能 を 用意し なければ ならない。 

備考 キー， ボタン 及び スィッチの 入力 確定 時に 音， 音声， 画面 表示な どに よって フィードバックで 
きる 機能が 必要で ある。 

参考 指先 感覚の 麻 ひ （痺） 又は 衰えの ために， キー， ボタン 及び スィッチの 入力が できた かどう か 
感覚的に わからない 場合 や， 視覚 障害の ために キー， ボタン 及び スィッチの 位置， キー リビー 
卜の 様子， キー， ボタン 及び スィッチの 入力 確定の 状態な どが 分からない 場合が ある。 

b) スナップ' アクション などの フィー ド バックに よって， 操作が 受け入れられ たこと を 感覚と して 体感 
できる ように 配慮す る ことが 望ましい。 

6.4.14 代替 手段の 用意 オンス クリーン キーボード などの 代替 手段 を 提供し なければ ならない。 

備考 1. 筋力 低下， 麻 ひ （痺 )， 手の 震え， 不随意運動 などの ために， 標準 キー ボー ド による 入力 操作 
が 難しい 場合が ある。 このような場合に は 標準 キーボードと 同等な 機能 を もつ 代替 キー ボー 
ドが 必要で ある。 

例 1. 手の 震え， 不随意運動 などに よって， 細かな キー入力 操作が できない 場合 は， 大形の キー ボー 

ドが 有効で ある。 

例 2. 筋力 低下， 麻 ひ （痺） などに よって 手の 動かせる 範囲に 制限が ある 場合 は， 小形の キーボード 
が 有効で ある。 これらの 代替 キーボードに は， 6.4,1〜6,4.13 の 各 機能が 必要で あると ともに， 
入力に 用いる 体の 部位 （ひじ， 足 指な ど） に応じて キーの 大きさ • 配列な ど を 変更で きる 機能 

が 必要で ある。 

例 3. その他の 代替 キーボード として は， キー を 押す 構造の もの だけでなく， レーザ 光で キー入力 を 

行う 光 入力 キーボード， 符号 （モー ルス 符号） 化 キーボードな ども 有効で ある。 
備考 2. 重度の 肢体 不自由な どのた めに， 手の 動かせる 範囲に 制限が あり， 物理的な キーボード によ 
る 入力が 難しい 場合が ある。 このような場合に は， ディスプレイ 内に 表示され た キーボード 
から 文字 及び 記号 を， ポインティング デバイス， スィッチ による ON 'OFF 操作な どで 選択 
して 入力で きる オンス クリーン キーボードが 必要で ある。 これら は， キーの 大きさ • 配列の 
変更， 入力 方法の 切り換え （直接 選択 法， スキャン 入力 法な ど）， 一時的な オンス クリーン キ 
一 ボードの 非 表示， 退避が できる 機能な ど を もつ。 さらに， ポインタが キーの 上で 一定 時間 
以上と どまった ときに， その キーが 自動的に 選択され る 機能 を もつ。 
参考 スィッチと は， キーボードと は 別に 用意され た， その 人の 随意に 操作で きる 部位 を 有効に 活用 
した もの。 例えば， 呼気で 操作す る 呼気 スィッチ， 身体の わずかな 動きで 操作す る 押し ポタン 
マイクロ スィッチ， 手のひら， 頭な どで 操作す る 大形の スィッチ などが ある。 
6.4.15 複数 デバイスの 接続 少なくとも 二つの キーボード を 接続し， 両方で 操作が できる 機能 を 用意す る 
ことが 望ましい。 

備考 利用者に 合わせて 特別な キーボードが 提供され ている 場合で も， 初めから 接続され ている 通常 

の キーボード も， そのまま 利用で きる ようにして おくのが よい。 
参考 介助 者が 入力 操作な ど を サポート するとき， 利用者に 適合 させた 特別な キーボード では， 効率 
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よく 操作で きない 場合が ある。 
6.5 ポインティング デバイス （入力） 

6.5.1 ポインティング デバイスの 人間工学 的 要求 事項 ポインティング デバイスの 設計 （人間工学 的視 
点） は， ISO 9241-9 による。 

備考 ポインティング デバイスの 設計に おいて は， 適切な 人間工学 的 配慮 を 行う。 
6.5.2 ポインタの 移動 速度/加速度 移動 速度 及び 加速度の 特性の カス タマ ィゼ ーシ ヨン を 可能に する。 

備考 ポ イン ティン グデ バイ ス の 移動 量 と ボイ ン 夕の 移動 量 と の 比率 を 調節で き る 機能が 必要で あ る 。 
この 機能に よって， ポ イン ティ ング デバイス を 大きく 動かして しまっても ボイ ンタを 大きく 動 
かさない ようにしたり， また， 少し 動かした だけで も ポインタ を 大きく 移動 させたり する こと 
が 可能と なる。 

参考 手の 震え， 不随意運動 などの ために， ポインティング デバイスの 細かな コントロールが 難しい 
場合， 又は 筋力 低下 や 手の 動かせる 範囲の 制約の ために ボイ ン ティ ング デバイス を 大きく 動か 
す ことが 難しい 場合が ある。 
6.5.3 ポインティング デバイスの 受付 遅延 ボイ ン ティ ング デバイスの ボタン 押し下げ 後の ボイ ン夕移 
動が 受け付けられ るまでの 時間 を， 利用者が 設定で き るよう にしなければ ならない。 

備考 1. ポ イン ティン グデ バイ スの ボタン 押し 下 げ 後の ポ インタ 移動 受付 時間 は， 設計者が 想定した 
利用者の 身体 能力の 基準に 依存せ ず， 利用者が 自分で 設定で きる ようにす る。 
2. 手の 震えな どに よって， ボタン を 押す とき マウス を 移動 させて しまう ことがある。 
6.5.4 ポインタの 対象 領域 対象 エリ ァの カス 夕 マイ ゼーシ ヨン を 可能に しなければ ならない。 

備考 1， アプリ ケ ーショ ンの 場面に よって は， ポィ ン 夕の 移動 領域 を 一定 領域に 制限す るな どの 工夫 
が あると よい。 

2. この 機能 は， 必要に応じて 設定 • 解除で きる ようにす る。 
参考 手の 震え， 不随意運動 などの ために， ポインティング デバイスの 細かな コントロールが 難しい 
場合， 筋力 低下， 手の 動かせる 範囲の 制約な どのた めに ポインティング デバイス を 大きく 動か 
す こ とが 難しい 場合が ある。 
6.5.5 ポインタの 画面 表示 ポインタの 画面 表示 は， 次に よる。 
I 6.1.2 に 従う。 

b) ポインタ， カーソルの 大きさと 形状， 色の 変更， 軌跡の 表示， 点 減 間隔な どの 条件 設定が できる よう 
にしなければ ならない。 

参考 弱視 若しくは 加齢に よる 視力 低下 又は 色覚 障害の ために， 小さな ポインタ， 背景 色と 類似した 
ような ポインタ など 力、 画面の 中の どこに 存在して いるの か 見つけに く くなる 場合が ある。 特 
に， 高 解像度で 表示して いる 場合， ポインタ はます ます 小さくな りが ちで あり 見つけに くレ乙 
そのため， ポインタの 大きさ 及び 色 を 変更で きる ようにす る こと は 有効で ある。 
6.5.6 ボタンの ホールド 1 回の ボタン 押し下げで ボタン • ホールド を 可能に しなければ ならない。 

参考 利用者に よって は ボタン を 押しながら ポインティング 操作す る こと 力、 身体 的な 制限に よって 
困難な 場合が ある。 

例 1. 一定 時間 以上 ボタン を 押す と， 押された ままに なって いると 判断す る 力、， 又は 複数の ボタン を 
用意し， い ずれ かの ボタンに そのよう な 機能 を もたせる などの 方法が ある。 

例 2. ホールドの 解除 は， もう 一度 押す 力、， 一定 時間 ポインティング 動作 を 止める ことで， 自動的に 
解除 される ようにす るな どの 方法が ある。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転 ^ 守 は 禁止され てお ります。 



16 

X 8341-2 ： 2004 

6.5.7 ボタンの クリック 間隔の 設定 連続した クリック （ダブル クリック など） 操作が 要求され る 場合， 
その クリ ック 間隔 は 変更で きる よう にしなければ ならない。 

参考 筋力 低下， 麻 ひ （痺 )， 手の 震え， 不随意運動 などに よって， クリック 操作 を 連続して 行う こと 
力 咽 難な 場合が ある。 そのような 利用者で あっても， 自分に 合った ゆっくり とした 操作で あれ 
ば， 確実な 操作が 可能になる 場合が ある。 
6.5.8 ボタン 押下げ 確定 条件の 設定 機能 ボイ ン 夕の ボタン を 押し下げてから ボタン 入力が 受け付けら 
れるま での 時間 を， 利用者が 設定で きる ようにし な ければ な ら ない。 

参考 筋力 低下， 手の 震え， 不随意運動 などに よって ポタンの 押し下げが 不安定と なり， キーの チヤ 
ッ タリ ングを 起こ したり， 二度 押しに なって しまった りする こ とが ある。 
6.5.9 ボタンに 対する 機能の 割り当て （シングル クリック による ダブル クリック 機能の 実現 を 含む） ポ 
ィ ン ティ ング デバイスの ポタンの， ダ ブルク リック • ドラ ッ グ といった ポィ ン ティ ング デバイス 特有の 機 
能 それぞれ を， シ ン グ ル ク リ ッ ク だ け で 実現で きる ように， 各 ボタンに 割り当てられる ようにし な ければ 
ならない。 

例 1. 1 回の ボタン 押下げ であっても， それ を ダブル クリック とする 機能， 又は， ドラッグ 操作の た 
めに ボタン を 押し っぱなしに しなく と も， 最初の ボタン 押下げ で ボタン を 押した ままで あると 
判断し， 2 回目の ボタン 押下げ で ボタン を 放した と 判断す る 機能 を， それぞれの ボタンに 設定 
可能な ようにす る。 

例 2. それぞれの 機能 を， 別の 独立した ボタンに 設ける。 

参考 利用者に よって は， ダブル クリック 又は ドラッグ 操作 は 困難な 場合が ある。 
6.5.10 フィードバック 機能 フィードバック 機能 は， 次に よる。 

a) ボイ ン ティ ング 操作に 対する 利用者への フィード バッ ク 機能 を 設ける。 

備考 入力 を 受け付けた こと をク リツ ク 音な どの 音声 又は アイ コ ンで 表示す る。 

参考 利用者に よって は， 手指 を 使って ボタン を 押した としても， その 感覚が 手指の 神経 を 通じて 戻 

ら ない 場合が ある。 手袋 を 着けての 操作 を 想定す る と 理解し やすい。 
参考 6.5.6 で 提供され る ボタン • ホールド にも フィードバックが ある ことが 重要で ある。 

b) フィードバック 機能 は 複数 用意し， 複数の 感覚 器官 を 通じて 利用者に 知らせる 仕組みの ある ことが 望 
ましい。 

6.5.T1 代替 手段の 用意 キーボード などに よる ポインティング デバイス 操作の 代替 手段 を 提供す る。 

備考 手 及び 腕 を 大きく 動かさなければ ならない マウス 操作 はでぎ ない が， キー 操作が 可能な 人の 場 
合に は， キーボード 上の 特定の キー， テンキー などで ポインタの 移動， クリック 'ダブル クリ 
ック • ドラッグ 操作な ど をで きる ようにす る。 
参考 筋力 低 \\ 麻 ひ （痺 )， 手の C え， 不随意運動 などの ために マウスな どの ポインティング デ バイ 
ス 操作が できない 場合が ある。 
6.5.T2 複数 デバイスの 接続 少なく とも 二つの ポインティング デバイス を 同時に 接続し 両方で 操作が で 
きる ことが 望ましい。 

備考 1. 支援 技術 を 接続しても， 標準 的な マウスの 機能 は そのまま 生かす のがよ い。 

2. ボイ ン ティ ング デバイスの ポィ ン ティ ングの 機能と， ボタンの 機能と を 別々 の 身体の 部位に 
よ つて 操作す るよう な 場合， 二つの ポ イン ティン グデ バイ ス が 必要な 場合 も ある。 
参考 この 項目 は 5.10.1 と 関連す る。 利用者が 専用の 支援 技術 を 利用す るよう な 場合， それでし か 機 
器の 操作が で きないと， 支援者に よ る 支援が 困難に な る 可能性が あ る 。 
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6.6 認知 • 知的能力と 記憶 （入出力） 

6.6.1 記憶に 頼った 操作 過去に 行った 操作 手順 や 画面の 内容 を 記憶して いる こと を 前提と して 操作 を 

求めない こ と 力 《望ましい。 

例 そのような 操作が 必要な 場合に は， 過去に 行った 操作 手順 を 表示したり， 画面 内容 を 再 提示した 
りする。 

参考 一般に 記憶 は 正確 性 を 欠く 力、 特に 加齢な どに よって 短期 記憶 能力が 低下して いる 場合， 過去 
に 行った 操作 手順 及び 見た 画面の 内容 を， 正確に 記憶し， 思い出す こと は 一層 困難で ある。 
6.7 言葉 （入出力） 

6.7.1 代替 手段の 接続 保証 知覚 若しくは 認知の 障害， 又は 言葉 や 読み書きの 障害に よって， 手話， 点字 
など 異なる 言葉 や 表現 手段 を 用いる 利用者 を 含む より 多くの 人々 を 支援す るた めに， 言葉に 闋 する 様々 な 
変換 及び 表現 を 可能 とする ソフト ゥヱ ァ 並びに 機器 を 接続で き るよう にしな ければ な ら ない。 

備考 1. 視覚 障害の ある 人の ために は 代替 手段と して 音声 出力 力ぶ 使われる ことが 多い が， それだけで 
はなく， 同じ 内容 を 点字に 変換し， ピン ディスプレイへ 出力す る こと も 必要で ある。 

2. 聴覚 障害の ある 人の ために は 手話 画像の 提示 も 有効で ある。 

3. 視聴覚 重複 障害の ある 人の ために は 指 点字 装置に よる 提示 も 有効で あ る 。 
6.7.2 表示 表示 は， 次に よる。 

a) 表示 文字 サイズ 文字の サイズ は 利用者が 変更で きる ようにし なければ ならない。 

b) 表示 フォン 卜 文字の フ ォ ン ト は 利用者が 変更で きる ようにす る ことが 望ましい。 

参考 [ a )， b) 共通] 弱視， 加齢に よる 視力 低下な どのた めに， ディスプレイ 内に 表示され る 文 
字， ボタン， アイコン などが 小さくて 見づ らい 場合， また， 視野が 狭いた めに 画面 情報 を 一度 
に 見られず 画面 情報 を 誤 認識す るな ど， 全体 を 見る 効率が 悪くなる 場合が ある。 このため, * 
示される 文字 は その フォント， サイズな ど を 自由に 変更で きる と 効果が ある。 

c) 文章 表示 行間 及び 文字 間隔 を， 自由に 変更で きる ようにす る ことが 望ましい。 

参考 弱視， 加齢に よる 視力 低下な どのた めに， ディスプレイ 内に 表示され る 文字， ボタン， アイコ 
ン などが 小さ くて 見づ らい 場合， 又は 視野が 狭いた めに 画面 情報 を 一度に 見られず 画面 情報 を 
誤 認識す るな ど， 全体 を 見る 効率が 悪くなる 場合が ある。 また， 学習 障害の ある 場合に は 前後 
の 行 及び 文字に 影響 を 受けて， 本来 読みたい 部分が 読めない 場合が ある。 このため, 画面 情報 
を 見やす い 行 間隔 及び 文字 間隔の 書式に 随時 変更 • 表示で きる と 便利で ある。 

d) 漢字変換 利用者に 適応し， 手順 を 軽減した 変換 機能， 変換 漢字の 説明 機能 を 用意す る ことが 望まし 
い。 

備考 1. 頻繁に 用いる 単語 及び 言い回し 文章 を あらかじめ 登録で きる 機能 及び 以前に 入力した 漢字 を 
自動的に 入力 候補と して 表示 • 選択す る 機能が 必要で ある。 
参考 筋力 低 1\ 麻 ひ （痺 )， 手の 震え， 不随意運動 などの ために， キーボード による 入力 操作が 
難しい 場合 や， 視覚 障害な どのた めに キー を 見る 能力 力 《低下して いる 場合 は， キーボード 
による 入力 効率が 悪くなる。 
2. 同音異義語の 区別の ために, 選択され ている 漢字が どのよう な ^字で あるの か を 補足 す る 情 

報の 提供が 必要で ある。 
参考 この 機能 は， スクリーン リーダな どの 支援 技術が 提供して いる。 
6.7.3 字幕 テキスト 以外の 視覚 情報 を 用いる 場合 は， 字幕 を 表示で きる 機能 を 用意す る。 

備考 視覚 及び 認知の 能力が 低下して いる 場合， 画像 内容 を 理解す る ことが 困難な ことがある。 その 
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ため， 音声 化 及び 点字 化 可能な 形式で， その 画像 内容 を 説明す る 字幕 を 付与す る 機能 を 用意す 
る 必要が ある。 

6.7.4 認知 能力な どに 対する 配慮 認知 能力な どに 対する 配慮 は， 次に よる。 

a) 読み 利用者の 認知 能力の レベルに 合わせて 難しい 漢字 （人名， 地名な ど） に は， ふり 仮名が 提供 さ 
れる ことが 望ましい。 

参考 認知 能力が 低下して いたり， 日本語 を 母語と しない 人々 は 漢字 を 読む ことが 困難な ことがある。 
また， 視覚 能力が 低下して いる 人々 は 音声 及び 点字に 変換して 情報 を 取得す る 必要が ある 場合 
が あるので， 漢字の ふり 仮名な どの 読みの 情報が 必要になる。 

b) 要約した 文章の 提供 文章が 長く， 複雑な 場合 は， 要約した 文章 を 用意す る ことが 望ましい。 

参考 認知 能力が 低下した 場合， 長文 及び 複雑な 文章 を 理解す る ことが 困難になる ことがあり， 分り 
やすく 簡潔に 要約され た 文章が テキストで 提供され る ことが 必要で ある。 また， 視覚の 能力が 
低下して いる 人々 力、 音声 化したり 点字 化して 情報 を 得る 場合， 必要な 情報に たどり 着く ため 
に は， 要約され た 文章が テキス トで 提供され ると 効率が よい。 

c) 入力の 予測 次に 入力す る 言葉の 内容 を 予測す るな ど， 入力の 分量 及び 手順 を 軽減す るた めの 機能 を 
備える ことが 望ましい。 

参考 筋力 低下， 麻 ひ （痺 )， 手の 震え， 不随意運動 などの ために， キーボード による 入力 操作が 難し 
い 場合 又は， 視覚 障害な どのた めに キー を 見る 能力が 低下して いる 場合に は， キーボード を 用 
いた 文書 人力 は 効率が 悪くなる。 このため， 頻繁に 用いる 単語 及び 言い回し 文章 を あらかじめ 
登録で きる 機能 及び 以前に 入力した 文字列 を 自動的に 入力 候補と して 表示 • 選択で きる と 効率 
がよ く なる。 
6.7.5 音声 入出力 音声 入出力 は， 次に よる。 

a) 音声 出力 合成音 声の 音声 出力の 発話 速度， 音量 及び 声 質 (男声， 女声な ど） は 利用者が 変更 • 選択 
できる ようにし な ければ な ら ない。 

備考 視覚 障害， ベッド サイドで ディスプレイとの 距離が 遠い などの ために， ディスプレイ 表示 を 見 
る ことが 難しい 場合が ある。 このため， ディスプレイ 内に 表示され る 任意の 位置の 文字情報 を 
読み上げる 機能が 文書 や 電子メールの 内容 を 効率的に 理解す る 上で 必要で ある。 また， 速度 調 
節 機能， スキップ （読み 飛ばし） 機能， 読み上げ 中断な どの 条件 設定 機能が 必要で ある。 

b) 音声 入力 音声 入力 は 他の 入力装置と 併用で きる ようにし なければ ならない。 

参考 音声 入力 は， 周囲の 雑音 や 利用者の 発声 誤 りな どに よって， 誤った 入力が な される ことがあり， 
その 修正に， 同じく 音声 を 用いる 場合， 同じ 誤りが 生じる ことが よく ある。 そこで， 音声 入力 
を 行いながら， 誤りの 訂正 を 同時 併用 可能な キーボード など， 異なる 入力 機器から 行う ことが 
必要になる。 . 
6.7.6 点字 • 指 点字 点字 • 指 点字 は， 次に よる。 

a) 点字 入力 点字' 指 点字の 入力 を 行う 場合に は， キーボード 上の 六つの キーの 同時 組合せ 打 けん （鍵） 

で 点字が， 入力で きなければ ならない。 

備考 1. ソフ トウ ヱァで 標準 キーボードの キー を， 点字 キーボードに 見立てて 使用す る 場合が ある。 
そのと き， 標準 キーボードが， 同時 打 けん （鍵） した 6 個 又は 8 個の キー入力 を 同時に 受け 
付けられる 機構に なって いる ことが 必要で ある。 
2. 6 点の 場合 は， F， D， S， J， K， 及び L の 6 個の キーが 使用され る 場合が 多い ので， これら 
の 同時 打 けん （鍵） を 受け付ける 機構が 最低限 必要と なる。 
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3. スペース キー も 加え， 7 点の 同時 押しが できる 機構に なって いる こ とがより 望ま しい。 

b) 点字 出力 点字 を 取り扱う 場合に は， 視覚 障害の ある 人に 広く 用いられ ている 点字の 符号 体系 を 用意 

する のが 望ま しい。 

備考 視覚 障害の ために， 点字に 対応す る 6 本 又は 8 本の ピンの 上げ下げで 点字 データ を 表示す る 点 
字 ディ ス プレイ， 図形 又は 線画 を そのまま 凹凸 情報 と して 表示す る 触覚 デ イス プレイに 対応 し 
た 点字の 符号 体系 を 用意す る。 

c) 指 点字 入出力 視覚 及び 聴覚の 両方に 障害の ある 人 （以下， 視聴覚 重複 障害の ある 人と いう。） の 読み 
取り を 容易に する ために， 順次 入力され る 指 点字の 打 けん （鍵） 時間 間隔 を 計測， 保^し， それら を 
実時間で 処理で きる ようにす る ことが 望ましい。 また， 順次 提示され る 指 点字の 提示 時間 を 個々 に 任 
意に 制御で きる ことが 望ましい。 

備考 触覚 以外に 情報 伝達 手段がない 視聴覚 重複 障害の ある 人に とって， 指 点字 は システム 化が 現在 
可能な 数 少ない 手段で あり， その 利用の ために は， 順次 入力され る 指 点字の 打 けん （鍵） 時間 
感覚 を 10 m 秒 程度 以上の 分解能で， 計測， 保管， 及び 実時間処理が 必要で ある。 また， 順次 提 
示される 指 点字の 提示 時間 を 10 m 秒 程度 以上の 分解能で， 個々 に 任意に 制御す る ことが 必要で 

ある。 

例 1. 指 点字 入力 手段 と 組み合わせる ことによって， 電話の よ う に 通信手段 として 用いる ことができ 

る。 

例 2. テキス ト 音声 合成 装置の ように， テキス ト指 点字 出力装置の 構成が 可能で あり， テキス ト 音声 
合成 装置と 同様の 各種の 出力 システムが 可能 となり， 視聴覚 重複 障害の ある 人の 情報 獲得 手段 
として， 様々 な 応用が 可能になる。 
参考 視聴覚 重複 障害の ある 人 は， 情報 を 受け取る ために は， 触覚に 頼らざる を 得ない。 触覚 を 用い 
た 方法に は， 手話 を 触って 読み取 る 触手 話， 触 指 文字 (主に 聴覚 障害から 視聴覚 重複 障害に な 
つた 手話ので き る 利用者が 利用）， ブ リス 夕と 呼ばれる 点字が 打 たれた テープ を 読む 方法， 手の 
ひらに 文字 を 書く 手書 文字な ど を， 指 点字と 呼ばれる， 左右 6 本の 指の 組合せ を 点字の 6 点に 
対応 させ， その 指 を 点字 タイプライタの キーに 見た たて 打つ もの (主に 点字の 読める 視覚 障害 
の ある 人から 視聴覚 重複 障害の ある 人に なった 利用者が 利用） などが ある。 音声の リズムで 打 
たれた 指 点字 は， 日常 指 点字 を 使って いる 視聴覚 重複 障害の ある 人に とって は 非常に 理解し や 
すく， 音声の 伝達 速度 （約 1 分 間に 350 音節） を 実現で きる ことが 実験的に 明らかにな つてい 
る。 したがって， 指 点字の 打点 間隔 は 重要な 情報 を もっている。 また， 指 点字 は， 点字と いう 
記号 レベルの コード 系 を 用いて いるた め， 音声の よ う に 認識 処理が 不要で ある。 点字 を 読む こ 
とので きる 視覚 障害 の ある 人な ど も 利用で きる。 入力 手段 としても 非常に 安定 している。 
6.7.7 手話 • 指 文字 表示 手話， 指 文字の 表示に 動画 又は アニメ ーシ ョ ンを 用いる 場合 は， 画面に 上半身 
を 表示した 状態で， 少なく と も 手話 又は 指 文字 を 表現 できるだけの 画面 分解能と 表示 速度と を 確保し なけ 
れ ばなら ない。 

参考 聴覚 障害の ある 人の 中には， 手話が 主た る 伝達 手段で あ り ， 文字 だけの 説明で は 内容 を 理解す 
る ことが 難しい 場合が ある。 
6.8 制限時間 （入出力） 

6.8.1 制限時間 一定の 時間 以内に 利用者からの 応答 を 必要と するな ど， 時間 的な 制約が ある 場合 は， 時 

間 調節が できる よ う にす る 力 \ 又は 事前に 警告して 利用者が 必要に応じて 延長で き るよう にす る。 
参考 障害の ために 応答の 入力に 時間が かかる 場合が ある。 
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6.9 誤 操作 （入出力） 

6.9.1 自動 保存 成果 物 は 指定に 従って 自動的に 保存され， 利用者の 操作で その 時点に 復帰で きる よう に 

する。 

参考 筋力 低下， 麻 ひ （痺 ）， 手の 震え， 不随意運動 などの ために， 例えば， 作業 を 終了 するとき に， 

誤って 保存せ ずに 終了して しまう ことがある。 
備考 1. プログラム 又は， ソフトウェア アプリケーションで 作成した 各 データな ど は， 作成 中で あつ 
て も， ある 時間 ごと， 又は 指定の ファイル サイズに 達した 段階で， 一時 ファイル として 自動 
的 に 保存され る 機能 力 ざ 必要 である。 
2. 利用者の 誤 操作 や， 外的 要因に よって， システム ダウン 及び アプリケーションが 停止した 場 
合で も， その 一時 ファイル を 用いて 復旧で きる 機能が 必要で あ る 。 
6.9.2 UNDO 機能 UNDO 機能 は， 次に よる。 

a) 簡単な 操作で 一つ 前の 操作 状態に 戻す 機能 を 設けなければ ならない。 

b) UNDO を 複数回 繰 り 返す ことで， 複数回の 操作 前の 状態に 戻す ことができる ようにし な ければ な ら な 

い。 

備考 メールの 送信， ファイルの 完全 削除， プリンタ 出力な どのように， 一度 実施す ると， その 回復 

が 不可能な 操作 は 対象と しない。 
参考 ポインティング デバイス 及び キーボード を 誤って 操作した 結果， 不要な 文字が 入力され たり， 

別の 操作 画面に 移って しまった りする 場合が あ る 。 
参考 筋力 低 - \\ 麻 ひ （痺) ，，手の 震え， 不随意運動 などの ために 正確な 操作が できない， 又は 操作に 

時間が かかる 場合が ある。 
参考 視覚 障害が あり 画面が 見えない， 又は 見に くいた めに， 画面の 状態 を 理解す る 時間が かかるな 

どの 理由で 誤 入力して しまう 場合が ある。 
6.10 状態 表示 （入出力） 

6.10.1 システム 情報の 表示 情報 ァク セ シビリ ティ 機能に 関する 設定 • 解除 状態 を 利用者に 提示で き な け 

れ ばなら ない。 

備考 視覚 障害， 聴覚 障害な どの 利用者に 対応した 情報 ァクセ シビリ ティ 機能に 関する 設定 • 解除 状 

態 は， 複数の 感覚 器官 を 通じて 利用者に 知らせる 仕組みの ある ことが 望ま しい。 
例 エラ一 情報 を 音声 又は 画面 表示の どちらで 提供す る 設定に なって いるか を， 音声で も 画面 表示で 
も 確認で きる。 

6.10.2 入出力 機器の 状態 キーボード， マウス， 音声 入力装置 など， すべての 入出力 機器 は， その 稼働の 

状態が 利用者 自 身 で 判別 できる のが 望ましい。 

参考 聴覚 障害， 加齢に よる 聴力 低下な どのた めに， エラー を 示す ブザー 音 又は 音声 情報が 聞こえず， 

問題な どに 対処で きない 場合が ある。 また， 視覚 障害 や 加齢に よる 視力 低下の ために， エラー 

メ ッ セージな どの 画面 情報が 見えず， 問題な どに 対処で きない 場合が ある。 
例 1. ブザー 音 又は 音声 情報 出力 時に 画面の 一部 を 点 減 させたり， エラーメッセージ などの 画面 情報 

表示 時に 音 又は 音声で その 状況 を 知らせた りする 機能 を 提供す る ことが 望ましい。 
例 2. 視覚 及び 聴覚 両方に 障害が ある 場合に 対応で きる ようにす るた めに は， 振動な ど 触覚 を 通し て 

情報 を 提示で きる 機能 を 提供す る ことが 望ましい。 
参考 これらの 機能 は， 知 的 障害の ある 人に とっても 利用の 手 助 け になる。 
6.10.3 本体 機器の 情報 本体 機器の システム 構成 情報 を 容易に 取得で きる 手段 を 提供す るの が 望ま しい。 
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参考 機器の 構成要素の 増設 や， 能力 アップ をしたい 際に， 機器の 現在の 状態 を 知りたい 場合が ある。 
利用者 は， 機器に 搭載され た メモリの サイズ， CPU の 能力な ど， 本体の 内部 状態 • 構成に 関す 
る 情報 を， 利用者が 通常 使用して いる 入出力 機器 を 用いて， 入手す る 場合が ある。 
6.11 システムの 設定 （入出力） 

6.11.1 機能の 設定， 解除 機能の 設定 • 解除 は， 次に よる。 

a) 情報 ァク セシ ピリ ティ 機能の 設定 • 解除が 個別 に 又は 一括 してで きる ようにし な ければ な ら な レ ュ。 
例 "Shift キー" を 5 回 押す と， 順次 入力 機能が アクティブになる， などの 方法が ある。 

b) 情報 ァクセ シビリ ティ 機能 は， 利用者の 使用 終了 ごとに， 個別に 又は 一括して， 自動的に 初期 状態へ 
戻す 機能 を 備えて いなければ ならない。 

備考 他の 人が 同じ システム を 使う 場合 も あるので， 情報 ァクセ シビリ ティ 機能 を 使った 利用者の 作 
業が 終わったら， 自動的に 初期 状態に 戻る 機能が 必要で ある。 この 機能 は 選択 的で， 次 も 同じ 
利用者が 使う こ とが 分かって いるならば， 初期 状態に 戻らず， その 利用者が 使って いた 最後の 
状態の ままに する こ ともで きる ようにす る。 
6.11.2 機能の カスタマイズ 機能の カスタマイズ は， 次に よる。 

a) 利用者が， オペ レー ティ ング システム 及び アプリケーションの 設定 条件 を 容易に 作成 • 保存 • 編集 - 
呼 出が で きる ようにし な ければ な ら ない。 

備考 簡単な キー ノ ボタン 操作で 変更で きる ようにす る。 

b) 設定 条件 は システム や アプリケーション を 再 スター ト しなくても 使える よう になって いる ことが 望ま 
しい。 

備考 システム 及び アプリケーションの 再起動 を 求めず， その 場で 変更で きる ようになつ ている こと 
が 望ましい。 

6.11.3 利用者 ごとの 設定 複数の 利用者に 利用 を 許して いる 場合 は， 利用者に 合わせた 設定 を 利用者 ごと 

に 複数 もつ ことができ， 利用 者 切 り 替え 時に 自動的に 変わる ようにす る。 

参考 一時的な 病気 又は けがによ る 障害 を 含む 利用者 力〜 利用者に 使いやすい 環境 （リピート 間隔 や 
拡大 表示 倍率な ど) を 情-報 処理 装置 及び その 周辺 装置の 起動時に 毎回 設定し 直す こと は， 操作 
性 を 低下させる。 複数の 利用者が 一台の 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 を 利用す る 場合に も 同 
様の 問題が ある。 

備考 1. 利用者 個々 の 最適な 条件の 設定 を 保存し 次回の 使用 時に そのまま 利用で きる 機能， パス ヮー 
ド な どで 利用者 を 識別 す る 機能が 必要で ある。 
2. ただし， 筋力 低 ' \\ 麻 ひ （痺 )， 手の 震え， 不随意運動 などの ために， 起動時の パスワード を 
標準 キーボードから 入力す る ことが 難しい 場合が ある。 このため， 専用 IC カード， 利用者の 
目の こう （虹） 彩 や 指紋に よる 自動 識別 機能 及び 電源 投入 時から 代替 入力装置が 使用で きる 
機能が 必要で ある。 

7. サポート に関する 要件 
7.1 電子 文書 

7.1.1 製品 操作 マニュアル 製品 マニュアル など はァ クセシ ブルな 電子 文書で 提供す る こ とが 望ま し レ、。 
備考 1. 電子 文書 は 特別な 条件な しに， 提供され る ことが 望ましい。 

2. 視覚 障害に よって 印刷物 を 見る ことが 困難な 場合が あるた め， スクリーン リーダで 読み上げ 
たり， 点字 データに 変換したり， 拡大 印刷で きる ように， 印刷物と 同等の 電子 文書 を 提供す 
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る ことが 必要で ある。 

7.1.2 製品の 情報 ァクセ シ ピリ ティ 及び 互換性の 特徴 製品の 情報 ァ クセシ ビリテ ィ 及び 互換性に 関す 
る 情報 は， 印刷物 又は ァク セシ ブルな 電子 文書で， 提供し なければ ならない。 

備考 1. 利用者が， 目的， 環境， 障害の 程度な どに 適合した 情報処理 装置 又は その 周辺 装置 を 購入し， 
効果的に 利用す るた めに， 製品に 関する 様々 な 情報 （製品 仕様， 他社 製品との 組合せの 可否， 
Q&A, 使い方に 関する ノウハウ， 留意 事項な ど） の 提供が 必要で ある。 
2. 利用者 を サポート する 専門知識 を もつ 人 向けの 情報が ある 場合に は， 併せて 提供す る。 
7.2 教育 

7.2.1 セミナ一 セミナー など 教育の 機会が 提供され る 場合 は， 受講者の 特質 及び 要望に 配慮した 対応が 
望ましい。 

備考 1. セミナー を 利用者に 向けて 提供す る 場合に は， 多様な 利用者 を 想定し， テキストに ついては 
音声 化， 点字 化 又は 拡大 印刷が 可能な よう に 電子 データ を 用意す る。 

2. また， テキスト 及び 口頭に よる 説明に おいて は， 専門用語， 外来語 及び 略語 を 多用せ ず， で 
きる だけ 分かりやすい 表現 を 用いる。 

3. それら を 使う 場合に おいて は， 用語集 を 用意す るな ど 理解 を 助ける よう に 配慮す る。 
7.3 流通経路への 支援 

7.3.1 流通経路への 情報 提供 製品の 情報 ァクセ シビリ ティ 及び 互換性に 関する 情報 は， 関係す る 販売店， 
情報 サービス 企業な ど 及び 支援者な どへ 提供す る ことが 望ましい。 

備考 1. 利用者が， 目的， 環境， 障害の 程度な どに 適合した 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 を 購入し， 
効果的に 利用す るた めに は， 製品に 関する 様々 な 情報 （製品 仕様， 他社 製品との 組合せの 可 
否， Q&A, 使い方に 関する ノウハウ， 留意 事項な ど） の 提供が 必要で ある。 
2. 購入す る と き， すべての 利用者が 最適な 製品 選択が でき るよう に， 販売店に， 利用者の 視覚， 
聴覚な どの 感覚 能力， 体格， 筋力な どの 身体 能力， 文章の 理解力な どの 認知 能力の 程度に 対 
する 製品の 対応 情報 を 周知して おく ことが 望ましい。 
7.4 試用の 機会の 提供 

7.4.1 貸し出し 利用者が 機器の 試用が できる ように， 実 機の 貸し出し を 行う ことが 望ましい。 

備考 利用者が， その 機器が 自分に 合って いるか， うまく 使える か を 確認す るた めに は 一定期間 試用 
できる こ とが 望ましい。 

7.4.2 試用 版の ダウンロード ソフト ゥヱァ の 場合， 試用 版の ダウンロード によって， 利用 可能 かどう か 
確認で きる ことが 望ましい。 
7.5 サボ一 卜 窓口の 設置 

7.5.1 サポート 窓口の 公開 製品の サポート 窓口 は， 利用者の 多様性に 備えて 複数の 手段での 情報 提供が 
できる ように 配慮し なければ ならない。 また， 障害の ある 人と 十分な コミュニケーションが 取れる ように 
配慮し なければ ならない。 

備考 1. 聴覚 障害 • 言語障害が ある 場合， 電話に よる 問い合わせが 難しいた め， FAX や 電子メールな 
どが 効果的で ある。 

2. 視覚 障害が ある 場合， ホームページでの 情報の 掲示 だけで は 不十分な ため， 電話が 効果的で 

ある。 

3. 窓口の 担当者 は 製品に ついて だけで はなく 障害 や 情報 保障に ついても 深い 理解 を もち， 障害 
の ある 人と 十分に コ ミュニ ケ一シ ヨンで きる ようにす る こ とが 必要で ある。 



著作権法に 1 1 無断での^^， fe 載 等 は^ 1ト. されて お り ます。 
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4. 製品 サポート 窓口 は， 製品の もつ 情報 ァクセ シビリ ティ 機能 及び 互換性 情報に ついての 問い 
合わせに 対応 可能で ある 必要が ある。 
7.6 アップ グレード • バグ 修正 情報の 通知 

7.6.1 通知 アップ グレード， バグな どの 情報 は， ァ クセシ ブルな 方法で 通知し なければ ならない。 

備考 1. 利用者が， 購入した 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 を 目的， 環境， ^害の 程度な どに 適合し 
て， 効果的に 利用す るた めに は， 製品に 関する 様々 な 情報が 必要で ある。 そこで， アップ グ 
レー ドゃ バグな どの 情報 を， サポート 窓口， パソコン通信， 電子メール， ウェブな どに よつ 

て 広 く 提供す る こと が 必要で あ る 。 

2. 提供 される 情報 は ァ クセシ ブルで な ければ な ら ない。 

3. 利用者 向 け だ けで な く， 利用者 を サポート する 支援者 向 けの 情報が あ る 場合 は 併せて 提供す 
る ことが 必要で ある。 

7.6.2 対処 方法への 容易な アクセス アップ グレー ド 及び バグ 修正 は， 利用者 自身 又は 支援者が 容易に 実 
施で きる ことが 望ましい。 

備考 1. ァ ッ プグ レ 一 ド 及び バ グ 修正の 情報 も こ の 規格に 準じた ァクセ シ ブルな も のでな ければ な ら 
ない。 また， その実 施 も 利用者 自身が できる ように 配慮され ている ことが 望ましい。 
2. 支援者の 助け を 借りる 場合に も 高度な 専門技術 を 必要と しないで， アップ グレー ド 及び バグ 
修正が： 施で きる ことが 望ましい。 



関連 規格 JISS0011 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 消費生活 製品の 凸 記号 表示 

J1S Z 8071 高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 対応し た 規格 作成 配慮 指針 
JIS Z 8530 人間工学一 ィ ン タラ ク ティ ブ システムの 人間 中心 設計 プロセス 
I?>0 14915-2:2003 Software ergonomics for multimedia user interlaces ― Part 2: Multimedia 
navigation and control 

ISO/TS 16071:2003 Ergonomics of hum an -system interaction ― Guidance on accessibility for 
human-computer interfaces 



^作 権 法に よ り 無断での ii 製， 転載 等 は禁 II： されて お ります。 
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附属 書 1 (参考） 高齢者 • 障害者が 遭遇す る 問題点 



序文 この 附 M 書 は， この 規格で いう "利用者の 定義" に関して 記述す る もので あり， 規定の 一部で はな 

い。 

この 附属 書 は 参考 情報と して 取り扱う 力く 情報 ァクセ シビリ ティの 実現の ために， すべての 情報処理 機 
器 は， 次に 示す 事項 をで きる 限り 多 く 満たす よ う に 設計す る こ とが 好ましい。 

何ら かの 障害の ある 人の 特徴 は 極めて 多様で ある。 例えば， 高齢者 は， それまでの 経歴， 文化， 加齢に 
よる 機能の 低下の 部位 及び その 程度に よって， また， 障害者 は， 障害の 部位 や 程度， 障害と なった 時期， 
その後の 経緯な どに よって， 遭遇す る 問題点 は， 多様で ある。 

したがって， 一つの 尺度 だけによ つて 定義す る こと はでき ない。 例えば， 視力 だけによ つて 定義しても， 
視野 狭 さく （窄 )， 色覚 障害な ど， 視力 以外の 多くの 視覚 機能に 低下の ある 人々 が 対象から 外れる 危険性が 
高い。 

このような 現実から， この 規格で は 高齢者 • 障害者の 定義 はしない。 

高齢者 や 障害者に とって， 遭遇す る 困難 さの 例 を 次に 示す ことによって， この 規格 を 理解す るう えでの 
参考と する。 

1. 障害の ある 人々 の 特徴と 遭遇す る 問題点 

1.1 概略 次の 説明 は， 障害の ある 個人が 典型的に 遭遇す る 問題の 概略 を 示した にす ぎず， すべて を 網 

羅 する もので はない。 

なお， 障害 を 二つ 以上 もつ 重複 障害の ある 人 も 存在す る。 そうした 重複 障害 を 抱える 人々 の ニーズ は， 
場合によって は， この 規格の 複数の 項目に わたって 重複して 考慮す る 必要が あるし， 場合によって は， 重 
複 する ことによって 生じる 新たな 困難 さ を 別途 配慮し なければ ならない 場合 も ある。 

1.2 視覚 障害 視覚 障害の ある 人 は， 文字 及び 周囲 を 全く 又は ほとんど 見る ことので きない 全盲 • 完全 
失明の 人と， ある 程度の 視覚 機能に 低下の ある 人 （弱視， 視野 狭 さく， 色覚 障害な ど） とに 分けられる。 

全盲の 人 は， コンピュータ を 使用す るた めの 手段と して 非 視覚 的ィ ンタ フェース （聴覚 的 及び Z 又は 触 
覚的） を 使用す る 必要が ある。 全盲の 人に とっての^ 要な 問題 は， 視覚 的 提示に よって 提供され る 情報 を 
どうやって 得る 力、 画面 上の オブジェクト 間 を どうやって ナビ ゲートす る 力、， そうした オブジェクト を ど 
うやって 識別す る 力、， フォーカス 又は ナビ ゲーシ ヨン， その他の 機能 を， キーボード を 通して どのように 
制御す るかな どに ある。 

先天的な 全盲の 人に は 点字 を 学んで いる 人が いるが， 後天性の 人の 多く は 点字が 苦手である。 現在で は 

音声 合成の 技術の 進歩に よって， 音声 化 技術 を 利用す る 比率が 高まって おり， 全体として 点字 を 読める 視 

覚 障害の ある 人の 比率 は 10 %> を 割る 状況に ある。 

全盲の 人の 多く は "スクリーン リーダ" を 通して コンピュータと インタラクション している。 スク リー 
ン リーダ は， ウィンドウ， メニュー， 画像， テキスト 及び その他 一般に 画面 上に 視覚 的に 表示され る 情報 
を 提示す るた めに， 音声 又は 点字に 変換して 情報 を 提供で きる 補助 ソフ トウ ヱァ である。 

こうした 利用者に 関しての 考慮 事項 は， 主に， スクリーン リーダに よって 仲介され る インタラクション 
の もつ 特性に 配慮す る 事項から なる。 ナビ ゲ一シ ヨンの 空間 的 メタファー を 理解す る こと 及び グラフィカ 
ルに 表現され たォブ ジヱク トを 見る ことに 依存す る 程度が 高い ほど， 視覚 障害の ある 人 は 困難に 遭遇す る 



^作. 怖 法に 1 1 無断での 投製， 転載 等 は桀 ||： さ れて お り ま す。 
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可能性が 大きくなる。 

システムからの 情報 を 受身で 与えられる 方式よ り も， 利用者からの 主体的 働き かけに よって 情報 を 取得 
できる ような， 対話 形の 方式が 望ましい。 

さらに， 全盲の 人の 多く は， 合成音 声 出力に よって 画面 を 読む ため， 読んで いる ときには， 同時に 他 か 
らの 聴覚 的 出力に 注意 を 払う ことが 難しい 場合が ある ことに 留意し なければ ならない。 

視覚 機能に 低下の ある 人と は， 残存 視力 は あるが， デフォルトよりも かなり 大きな 文字 サイズで 標準 画 
面 表示 を 読む 必要の ある 人， 又は， 視野が 標準 画面で 表示され る 情報の 一部し かとら えない 視野 狭 さく 症 
の 人， 及び 色覚 障害の 人 を 指す。 

視野に 欠陥の ある 人々 は， 最大限の 矯正 を 行っても， 普通の テキス ト を 読む のが 往々 にして 困難で ある。 
視野の 欠陥 は ぼやけた 視力 を 意味す る ことが 多い 力、 視野 狭 さくや 色覚 障害 （blending) といった 他の 問題 
も 含んで いる。 

視覚 機能に 低下の ある 人が 一般に 直面す る 問題と して は， 視覚 的 明りよう （瞭） さの 喪失， 色覚 障害， 
コントラスト 感覚の 欠陥 及び 奥行き 知覚の 喪失が ある。 

視覚 機能に 低下の ある 人々 は， それぞれの 視覚 的 ニーズに 応じて， 視覚 的 表示の サイズ を 大き くしたり， 
コントラスト を 強めたり 全体 的な 見やす さ を 高める 様々 な 手段 を 用いる。 一般的な 支援 技術と して は， 大 
形 モニタ， 大 フォント， ハイ コントラスト， 及び ディスプレイの 一部 を 拡大す るた めの ハード 的 又は ソフ 
ト 的 拡大の 使用 な どが あ る 。 

色覚 障害 は， 遺伝 的 原因に よる ものが 多く， 主に 4 種類の タイプが 知られて おり， その ほとんど は 男性 
である。 日本人 男性で は 人口の 約 5 %， 白人 男性で は 約 8 % といわれ， 軽微な 異常 を 含める と 遺伝学 的に 
は 約 30 % が 該当すると 予測され ている。 すべての 人に 最適な 色の 組合せ は 難しい が， できるだけ 明度の 
違いの ある ものの 組合せが 望ま しい。 

視覚 機能に 低下の ある 人 は， サイズ • コーディング を検 知で きなかったり， フォントの 識別が 困難で あ 
つたり， ポインタ 又は カーソル， ドロップ' ターゲット， ホットスポット 及び 直接 操作 ハンドル といった 
インタフェース • オブジェ ク トを 見つけたり 追跡した りする のが 困難で ある ことが 多い。 

さらに また， 全盲の 人 及び 視覚 機能に 低下の ある 人 は 共に， プリンタ， 複写機， 切符 販売機， ATM (現 
金 自 動預払 機） の ディスプレイ など， きわめて 小さな ディスプレイ を 読まな けれ ばな ら な レ ゝ 場合 に 困難が 
ある。 

1.3 聴覚 障害 聴覚 障害の ある 人 は， 音 • 音声が 全く 又は ほとんど 聞こえない， 全ろう • 完全 失 聴の 人 
と， 残存 聴力が あって 大きな 音で あれば 聞こえる 難聴の 人と に 分けられる （ただし， 音声 は 聞こえても， 
ぼやけて 聞こえて， 何 を 言って いるの か 分からない 人 もい る ことに 注意し なければ ならない）。 

聴覚 障害の ある 人 は， 聴覚 的 欠陥の 性格 及び その 程度に よって， 補聴器 を 使用で きる 場合 も あれば でき 
ない 場合 も ある。 全ろう の 人が 一般に 直面す る 問題と して は， 聴覚 情報 を 一般に 検知 できない ことに 加え 
て， 音声 入力 システム などに よって 認識で きる ような 正確な 音声 を 発音で きない 場合が 多い こと， 及び， 
音声言語 を 第二 言語と してし か 習得して いない こ と な どが ある。 [先天性の ろう の 人 又は 言語 習得 時期 以前 
に 聴力 を 失った 人の 場合， 手話が 第一 言語 （母語） である ことが 多い]。 

コンピュータ を 利用 するとき， こうした 利用者 は， 重要な 情報が 聴覚 形態 だけで 提示され る 場合に， 問 
題が 生じる。 オペレーティング • システムで 利用 可能な 場合に は， 聴覚 情報 を 視覚 形態で 提示す るよう ソ 
フ トウ エアに 通知す る "ショウ サウンド" 機能 を 使用す る ことができる。 

難聴の 人が 一般に 直面す る 問題と して は， 周波数の 変化の 識別が 困難で あったり， 可聴 周波数 範囲が 減 
少 又は 脱落， 音源の 特定が 困難， バックグラウンド ノィ ズ からの 音声の 識別が 困難な どの 例が 挙げられる。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ており ます。 
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コンピュータ を 利用 するとき， こうした 利用者 は， 特定の 周波数の 音声 及び 低音 量の 音声 を 聞き取る こと 
が 困難で ある。 音質の カス タマ ィゼ ーシ ヨン は， こうした 利用者に アクセス を 提供す るかぎ となろう。 

こうした 問題の 多く は， ノ ズック グラウンド ノイズに よって 音声が かき 消される 状況 （例えば， 機 乍 業 
現場） 若しくは， 音声が 遮断され ている と 力、， 又は 使用で きない 状況 （例えば， 図書館） に 身 を 置く あら 
ゆ る 利用者に も 当てはまる ものである。 

1.4 肢体 不自由 肢体 不自由の ある 人 は， 運動 機能が 大幅に 制限され る 人で ある。 一般に 肢体 不自由の 
ある 人が 直面す る 問題 は， 運動 機能の 協調 機能の 不足， 筋力 不足， 手の 伸ばしに くさ， 四肢 運動の 不能 又 
は 困難 さに 由来して いる。 

肢体 不自由の ある 人が 利用す る ハー ドウ ヱァ ゃソフ トウ エアの 種類 は 障害に 応じて 多数 存在し， この ス 
ペースで 詳述す る こと はでき ない 力、 幾つか 例 を 挙げるなら， アイ' トラッキング 'デバイス， オンス ク 
リーン' キーボード， 音声 認識， 代替 ポインティング デバイス などが ある。 

しかし， 脳性 麻 ひ （痺） などに よる 運動 障害の ある 人の 中には， 発声が 困難で， 現状 技術の 音声 認識 装 
置 な ど 力 悧 用で きない 場合 も 多い。 

一部の 利用者の 中には， ォブジ ヱ クトを 直接 操作したり， 修飾 キー （シフト， コントロール キーな ど） 
を 使用したり， ポインティング デバイス を 使用したり， 正確な 動き や タイミング を 必要と する 動作 を 遂行 
したりす るの が 困難な 場合が ある。 また， ターゲットへの ポインタの 移動 制御が， 四肢の 震えから 困難な 
利用者 もい る。 この 利用者 層に おける ニーズと 能力の 多様 さ を 考慮す ると， 入力 パラメータ や タイ ミン グ 
の カス 夕 マイ ゼーシ ヨン は， 効果的 アクセスに とってき わめて 重要で ある。 

1.5 認知 機能の 障害 認知 機能に 障害の ある 人が 一般に 遭遇す る 問題 は， 情報 を 受け取る こと， 情報 を 
処理す る こ と， 自分の 知っている こと を 伝える ことの 困難 さな どに 関係して いる。 こう した 障害の ある 人々 
は， 新しい 物事 を 学習す る， 一般化 や 関連 づけ を 行う， 話し言葉 又は 書き言葉 を 通じて 自己 を 表現す るな 
どが 困難な 場合が ある。 注意 欠陥 多 動 障害で は， 静かに 座って タスクに 全 神経 を 集中させる ことが 困難で 

ある。 

一般に 失 読 症の 人が 直面す る 問題 は， 書面 形式で 提示され る テキスト を 読む ことの 困難 さや， 書面 テキ 
ス トを 作成す る ことの 困難 さな どで ある。 

失 読 症の 人に 対して は， テキスト を 強調お 示し 朗読して もらう こと や， テキストの" 読みやすい" バー 
ジョン を 提供す る ことによって， サポートが できる 場合が ある。 書面 テキス トの 読みやすい バ一 ジョン は， 
失 読 症の 人で はない 人に も 役立つ。 

書かれた 文字 を 音声 化する 合成音 声 サポートの 提供 は， 聴覚に よる 確認が できる ので， 読書の 困難な 人 
を サポート する ことができる 場合が ある。 

1.6 高齢者 高齢者 は， 年 をと るに 連れて 様々 の 度合いで 進行す る 視覚 • 聴覚 • 認知 ，運動 能力な どの 
低 1、' の 複合 作用 ゆえに， コンピュータ などの 機器 を 使用す る 能力 やそれ に アクセス する 能力が 徐々 に 制限 
される おそれが ある。 

能力 減退の 意識が， 高齢者に 後ろ向きの 意識 を 生む ことがある。 したがって， ァクセ シビリ ティ 機能 を 
標準 装備す る こと は， 改めて 特殊な 補助 具 や 改造 するとい うこと を 必要と しないので， 高齢者の プライド 
を きずつける ことなく コンピュータの 利用 を 可能に する ために 有効で ある。 高齢者 は， 年齢が 障害と みな 
される こと を 嫌う からで ある。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 輥锇^ は禁. I 卜されて おります。 
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1.7 —時 的 障害 一時的 障害 は， 例えば， 腕の 骨折， 妊娠な どで 一時的に 障害の ある 状態に なった 場合 
を 指す。 一時的 障害の ある 人に とって は， 障害への 対処 法 を 効果的に 短時間で 身に 付ける こと は 難しい。 
したがって， こうした 障害の ための ァクセ シビリ ティ 機能 を 見つけ やすく， かつ， マスターし やすい もの 
にす る ことが 重要で ある。 また， 一時的 障害 は， 人間工学 的 配慮が 十分に なされて いない 場合， 適切な 状 
態で 使用で きない ことによって 生じる 緊張， 又は コンピュータ • システム を 集中 的に 使う ことによって 引 
き 起こされる 緊張な どが 関係す る こと も ある。 

1.8 重複 障害 幾つかの 障害 を 重複して もつ 人 も 多い。 例えば， 認知 的 障害の ある 個人が 同時に 視覚 機 
能に 低下の ある 場合 も ある。 

単一の 障害に 対処す るた めの ガイ ドラ インの 幾つか は， 複数の 障害の ある 人々 にと つて は 成立し 得ない 
場合が ある。 例えば， 書面 テキストの 音声 出力 は， 耳と 目の 両方が 不自由な 人に とって は サポートと はな 
ら ない。 したがって， こうした 複数 障害 形態の ための サポート 力 \ 特定の 利用者 や タスクに 合わせて 個別 
に 対応され る こと も 重要で ある。 

1.9 環境 的 障害 環境 的 障害 は， 作業 環境 特有の 特徴が コンピュータからの 信号に 対する 知覚 面での 困 
難 を 引き起こす ことによって 発生す る。 

そう した 状況の 例と して は， 騷 がしい 環境で 仕事 をして いて， コンピュータからの 信号が 聞き取り にく 
V 、 場合な どが 挙げ られ る。 これ は， 利用者が コンピュータの 助け を 借りて タスク を 遂行す る こと を 不可能 
にす る 一種の 障害と みなされなければ ならない。 この 規格の 要求 事項で はない が， 最も 直接的な 解決法 は， 
環境 を 改善す る ことで あるべき であり， 空港な どのように， それ を 実行す るの が 不可能な 状況で は， 必す 
(須） 情報 を 複数の 異なった メディア による 手段で 提示す るべき である。 



^作 権 法に より 無断での 複製， 転^さ は 禁止され ております。 
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附属 書 2 (参考） ァクセ シビリ ティ 及び ユーザ ピリ ティ 



序文 この 附属 書 は， この 規格に おける ァクセ シビリ ティと ユーザ ピリ ティとの 関係， 及び その実 現 形態 
に関する 考え方 を 示す もので 規定の 一部で はない。 

1. ァクセ シビリ ティ 及び ユーザ ピリ ティ 情報 ァクセ シビリ ティ は， 情報通信 機器に アクセス 可能 かど 
うか を 示す 概念で あり， ユーザ ピリ ティ は 使いやす いかどう かの 程度 を 表す 概念で ある。 しかし， 何ら か 
の 障害の ある 人の 特徴 は， 極めて 多様で ある。 例えば， 高齢者 は， それまでの 経歴， 文化， 加齢に よる 機 
能の 低下の 部位 や 程度に よって， また 障害者 は， 障害の 部位 及び その 程度， 障害と なった 時期， その後の 
経緯な どに よって， 遭遇す る 問題点 は 非常に 異なる。 

したがって， ァクセ シビリ ティ も ユーザ ピリ ティ も， 個々 の 利用者に よって， それに 対する 要求 は 多様 
であり， ある 利用者に とって ァ クセシ ブルで あったり， ユーザ ブルで ある ものが， 他の 利用者に とって は 
必ずしも そうでな いこと も 珍し く ない。 

そこで， できるだけ 多様な ユーザ イン タフ ヱ一 スを 可能な 限り 実現し， 各 利用者が 自分に 適した もの を 
選択で きる ことが 望ま しい。 

2. 実現 形態 多様な 機能と 性能 を 備えた 様々 な インタフェース を 実現す る 方法と して は， 標準 装備す る 
場合， オプション として 用意す る 場合， 支援 機器な ど を 接続して 実現す る 方法な どが ある。 

また， その 各々 の 実現 方法 も， ハー ドウ ヱァで 実現す る 場合， ソフト ゥヱァ で 実現す る 場合， ネット ヮ 
ークを 通して 外部の 資源 を 利用す る 場合な ど， 様々 な ものが ある。 

この 規格で は， この 多様な 実現 方法に も 対応す る こと を 想定して おり， 技術の 進歩 や コストな どの 状況 
によって， 各々 の 利用者に とって それぞれに 必要な 機能 を 適切な 形態で 実現す る こと がで き る 。 



お 作 権 法に 1 1 無断での^ 製， 転戰等 は 禁止 さ れ てお り ま す。 
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附属 書 3 (参考） 他の 規格に おける 一貫性に ついて 



序文 この 附属 書 は， この 規格に おいて 引用され ている 一貫性 に関する 他 規格 の 関係 部分 を 参考 までに ま 
と めた も ので 規定の 一部で はない。 

1. 引用 規格に おける 一貫性 JISZ8524 及び JISZ8525 において， 次のように 取り上げられ ている。 
a) JISZ8524 (人間工学— 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業 一 メニュー 対話） （IS09241-14) 

該当 箇所 を 引用す る。 

5.3.1 一貫性 選択肢 は， 選択肢 グループ 内で 一貫して 同じ 相対的 順序で 配置す る ことが 望ましい 
(5.2.1 参照)。 

例 ある メニュー パネル 中の 選択肢 を， "ファイル， 編集， 挿入， 印刷" の 順と したと き は， 再び 同じ 
選択肢 グループ を 表示す る 場合に は， 各 選択肢 は 同じ 順番で 表示す る （同じ 選択肢 グループ を 含 
む 他の メニュー パネル を 表示す る 場合 も 同様にす る。）。 

参考 利用者に 選択肢の 並べ 替えが 許されて いる 場合， 利用者が 新たに 並べ 直したり， 既定の 順序に 
戻す まで は， 利用者の 選んだ 選択肢の 並び を 維持す る こと は 重要で ある。 

7. 選択肢 選択 及び 実行 

7.2 英数字 キーボード メニュー 選択肢の 選択 及び 実行に 英数字 キーボード を 利用す る 場合， 一 n 性 

を もち， 仕事の 要求 事項に 関連し 及び 利用者の 期待に 添うよう な 手法 を 採用す る こと， 並びに 不要な 
入力 を 最少に する ことが 望ましい。 

参考 キ一 ボー ド による メニュー 選択 は， かなりの 量の キー ボー ド 入力 を 仕事で 必要と している 場合 

に 特に 適して いる （すなわち， 利用者の 指が たいてい キーボード 上に ある。）。 
7.2.7 指示 子の 構造と 文法 選択肢 指示 子の 構造と 文法 は， 一貫性 を もつ のがよ い。 
例 一貫した 符号化 方式 （例えば， 切 詰め） を 用いて， 対話 全体に わたり 同じ 選択肢に は 同じ 指示 子 
^#X. る。 

7.3 機能キー メニュー 選択肢の 選択に 機能キー を 利用す る 場合， その 使い方 は， 利用者に 容易に 分 
かり， ある アプリ ケーシ ヨンに わたり 一貫した ものにする のがよ い。 

参考 機能キー は， 仕事で 頻繁に 使う 選択肢の 探索 時間 を 短縮で きる ので， 多用す る 選択肢 及び ほと 

ん どの メニュー 上で 利用す る 選択肢の 選択に は， 適した 方法で ある。 
7.3.4 割当の 一貫性 ある メニュー 選択肢 を キーボードの 機能キーから 使える ようにす る 場合， 一貫 
し て 同 じ 機能 キ ― で 選 ばれ， 実行され るよう にす るの がよ い。 
例 ヘルプに は 常に 同じ キー を 使う。 

7.6.2 —貫 性 メニュー 選択に 用いる 音声 入力 は， 仕事の どの 部分に わたっても 一貫して 用いられる 
のがよ い。 

備考 音声と 他の メニュー 選択 手法と を 併用す るので あれば， 選択 手段と して 使う 音声が そのと きど 
の 仕事 を 行って いるかの 手 掛か りと し て 役立つ ように， 音声 入力 を 一貫し て 仕事の あ る 部分 (例 
えば， ある 一連の メニュー） に 割り当てる こと は 重要で ある。 

8.1.5 利用で きない 選択肢の 表示 現在 は 利用で きない 選択肢が， 対話の 別の 時点で 利用で きる 可能 



法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は ゥ 止さ れて お り ま す。 
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性が あり， かつ 画面の 空間 的 配置の 一貫性 を 重視す る 場合， 利用で きる 選択肢と 利用で きない 選択肢 
と をと もに 表示しても よい。 しかし， 両者 を 見分けられ るよう 視覚 的な 符号化 をす るの がよ い。 
例 1 . 利用で きな レ ^ 選択肢 を 灰色で 表示す る （こちらが 望ましい）， 又は 利用で きる 選択肢 を 太字 表示 

する。 

例 2. 色 表示が 使える 場合に は， 色 や 明るさ を 変えて， 両 選択肢 を 区別す る。 

8.2 配置 利用者の 期待 （例えば， 過去の 経験)， メニュー 割付けの 直観 性 並びに 配置の 一貫性 及び 
見分け やす さに 基づいて， 利用者が 選択肢 を 探し やすい 配置と する のがよ い。 
参考 ここで は， 音声 メニュー ではなく， 主に 視覚 的に 表示され る メニュー を 対象と している。 
8.2.1 割付けの 一貫性 

a) 選択肢 数 一定の メニュー 選択肢の 個数が 固定の メニューの 場合に は， 選択肢 を 絶対的 位置 （す 
なわち， メニュー 中で 物理的に 同じ 位置） に 置く のがよ い。 

例 "戻る"， "ヘルプ"， "終了" など， 頻繁に 使用す る 選択肢 を， どの メニュー でも 同じ 位置に 

置く。 

b) 選択肢 数 可変 メニュー メニューの 選択肢の 個数が 変わる 場合に は， 他の 選択肢との 相対的 位置 
力 も 選択肢 グループ 内で 変わらない 位置に 選択肢 を 置く のがよ い。 

例 ヘルプの 選択肢 は， 最後に 置く。 
8.2.2 見出し メニュー パネル 及び 選択肢 グループに 見出し を 付ける 場合， 見出し は パネル や グルー 
プの 最上 部に 置き， 選択肢 グループ に対して 中央 そろえ 又は 左 そろえに する のがよ い。 
備考 見出しの 置き 方に， アプリケーションの メニュー 全体に わたって 一貫性 を もたせる こと は 重要 
である。 

8.2.4 ァクセ ラレ一 タキ 一 選択肢 指示 子に よる 選択の 他に， ァクセ ラレータ キー 又は ショート カツ 
トキ 一によ る 選択 を 用意す る 場合に は， 選択肢 名の 右方の 近い 位置に 適度の 空白 （最低で 3 文字， プ 
口 ポー ショ ナル 書体で は 平均 的 字 幅で 最低で 3 文字） を 空け， 右 そろ え 又は 左 そ ろえ で そのこと を 表 
示す るの がよ い。 
例 print Alt + p 

restart Alt + r 

quit Ctrl + q 

備考 上記の 例の ように ァクセ ラレータ キーの 符号と して 文字 を 用いる 場合に は， この 文字に 指示 子 

の 文字 と 一貫性 を もたせる のがよ い （7.2.4 参照）。 
8.3.7 動作 及び 対象の 選択肢 選択肢 名が， 動作と 対象の 両方 を 表す 場合， 動詞 一 名詞 構造 を 使用す 
るの がよ い （使用す る 言語 上で 不自然で なければ)。 
例 "DELETE FOLDER" 

参考 使用す る 言語の 文法との 一貫性の 方が， 動詞 一 名詞の 順序より 重要で ある。 

日本語で は， 名詞 一 動詞 構造 を 使用す るの がよ い （例えば， "フォルダ を 削除"）。 
8.3.8 コマンド 言語への 移行 メニュー を コマンド 言語と 併用す る， 又は コマンド 言語への 移行 を 支 
援 する ために 使おうと する ので あれば， 選択肢 名の 大文字の 使用法 や 構文 は， コマンド 言語と 一貫性 
を もたせる のがよ い。 

b) Z8525 ( 人間工学— 視覚 表示 装置 を 用いる オフィス 作業— コマンド 対話） (ISO 9241-15) 

該当お 所 を 引用す る。 



著ィ ほ: U; により 軀晰 での^^ んは 禁止され ております。 
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序文 この 規格の 究極 的な 受益者 は， 視覚 表示 装置 を 用いて 作業す る 最終 ユーザで ある。 この 規格 中 
の 人間工学 上の 推奨 事項 は， これら ユーザの 必要性から 生じて いる。 最終 ユーザ は， この 規格 を 読む 
こと も， この 規格の 存在 を 知る こと さえない と 思われる 力、 一層 使いやすく， 一貫性が 高く， 生産性 
を 高める ユーザ ィ ン タフ ヱ ースが この 規格の 適用に よって 提供され る と 思われる。 
4.2 —貫性 コマンド 言語 は， その内 部で 一貫していて， 同じ 名前の コマンド は， 状況に かかわらず 
アプリケーション 全体に わたって 同一な 働き をす るの がよ い。 同じ こと をす る コマンド は， 同じ 名前 
を もつ のがよ い。 

参考 適切な 場合の 同意語の 使用 を 排除す る もので はない。 
4.5 文法 構造 

b) モ ダリ ティ 内での一 貫 性 構文 は， 一つの モ ダリ ティ 内で 一貫して いるの がよ い。 

例 画面 を 利用す る コマンド 対話で は， 一貫して 初めに 動作， 次に 対象の 順 （すなわち， 動作 一対 象 
構文） とする。 

c) モ ダリ ティ 間での 一貫性 構文 は， モ ダリ ティが 替わっても 可能な 限り 一貫して いるの がよ い。 
例 キー入力の 他に 音声 を コマンドの 入力に 使う 場合， 両方と も 対象 一 動作 構文 を 採用す る。 

4.6 コマンドの 区切り 一度に 幾つかの コマンド を まとめて 入力で きる 場合 は， コマンド 間 を 区切る 
のに 単純で 一貫した 方法 を 用いる のがよ い。 

b) 標準 的 記号 幾つかの まとめた コマンド 間の 区切りと して， 空白 以外の 区切り 記号 を システムの 

制約から 使わざる を 得ない 場合 は， 単純な 標準 的 記号 を 一貫して 用いる のがよ い。 
例 コマンド 列 "SORT/FORMAT/PRINT" のように， "/" を 用いる。 
4.8.4 引数の 区切り 

b) その他の 区切り 記号 システムの 制約から 空白 以外の 区切り 記号 を 引数 間 を 区切る のに 使わざる 

を 得ない 場合， 単純な 標準 的 記号 を 一貫して 用いる のがよ い。 
例 コマンド 句 中で "PRINT fileA, fileB, fileC" のように， カンマ （， ） を 用いる。 
5.3 機能キー 及び ホットキー 

5.3.1 —般 機能キー 又は ホットキー を コマンド 入力に 用いる 場合， その 使い方 は ユーザーに とって 
明らかで あるか， 又は キーの 割 り 当てが す ぐに 参照 可能で， その 割 り 当てが アプリ ケ一シ ョ ン 内で 一 
貫して いるの がよ い。 

参考 多用され る コマンドの 場合， 又は コマンド 入力の 速さ を 重視す る 場合に， 機能キー 及び ホット 
キーの 使用 を 検討す る。 

5.3.2 機能キーの一 貫 性 コマンド 入力に 機能キー を 用いる 場合， 機能キーの コマンドへの 割り当て 
は， ある アプリケーション 中の 関連す る 仕事に わたって 一貫して いるの がよ い。 "HELP" のよう な 一 
般的 コマンドの 場合に は， 特に 一貫性が 望ましい。 

5.3.3 ホットキーの 一貫性 コマンド 入力に ホットキー を 用いる 場合， アプリケーション 内で それら 
キーに 同じ 意味 を もたせる のがよ い。 

備考 キー入力と 同様に メニュー 対話 を 用いても コマンド を 呼び出せる 場合に は， ホッ トキ 一の 割り 
当て は， メニュー 内で 使われて いる 短縮 キーと 同じで あるの がよ い。 

例 "cancel" を 表すのに alt/c を 用いる 場合， その 対応 を アプリケーション 内で 一貫して 維持 
する。 

5.3.4 修飾 キーの一 貫した 使用 修飾 キー （例えば， "Ctrl キー" 又は" alt キー"） と 他の キーと を 組 
み 合わせて 用いる 場合， 修飾 キーの 使い方に は 一貫性 を もたせる のがよ い。 
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例 "Alt キー" と 文字 キーとの 組合せ を ウィンドウ 操作に， "Ctrl キー" と 文字 キーとの 組合 
せ を データ 操作に 用いる。 
6.10 打 けん （鍵） した コマンドの 表示 

a) 一貫した 入力 位置 ユーザの 入力 を， 一貫した 位置に 復唱 表示 するとよ い。 

例 画面 最 ド 行の "コマンド 行" に， 又は 表示 面 上の プロンプトの 後ろに 表示す る。 

6.12 一貫した 出力 形式 類似す る 又は 関連す る 出力 を 生じる コマンド は， その 結果の データ を 一貫 

した 形式で 提示す るの がよ い (ISO 9241-12 参照）。 

例 ファイル， プロセス， ディレクトリ などの 一覧表 示に は， 同じ 表示 形式 を 用いる。 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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■ X 8341-2: 欄 

高齢者 • 障害者 等 配慮 設計 指針 一 
情報通信 における 機器， ソフトウェア 及び サービス 一 

第 2 部： 情報処理 装置 
解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定 • 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行 する もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願い します。 

1. 制定の 趣旨 高齢者 や 障害の ある 人々， 病気 や 事故な どに よって 一時的に 障害の ある 人々 を 含む すべ 
ての 人々 に 支障な く 操作で き る 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 等 を 提供す るた めの 設計 指針 を 示す こと が 
この 規格の 目的で ある。 

しかし， 身体 能力， 感覚 能力 及び 認知 能力の 低下の 程度 は， 極めて 多様で あり， ァクセ シビリ ティの 程 
度 を 一律に 決める こと は 難しく， 規格化に なじまない 場合 も あり 得る。 そこで この 規格 は， 当該 情報処理 
装置 及び その 周辺 装置 等が で きる だけ ァクセ シ ブルで あ る こと を 目 指す が， 本体に 支援 機器 を 接続す る こ 
とに よって ァクセ シビリ ティ を 確保す る 場合 も 想定して いる。 

2. 制定の 経緯 

2.1 社会的 背景 日本人の 平成 14 年の 高齢 化 率 （65 歳 以上） は 18.5 %， 75 歳 以上の 人口 は 一千 万人 以 
上 （7,9 %) で， 日本 は 超 高齢 社会に 突入して いる。 障害者 手帳 を 持つ 人 は 約 500 万人で あるが， 手帳 を 
申請して いないが 加齢な どに よって 視力 や 聴力が 衰えて いる 人 は その 数倍に 達する と 推定され る。 病気 や 
事故 によって 一時的に 障害と なって いる 人々 も 多い。 

このように 見て 行く と， 過半数の 人 は 何ら かの 障害 を 抱えて いる ことが 推定され， 今後 その 比率 は 更に 
高まる こと 力、 当然ながら 予測され る。 高齢 化 や 障害者 比率が 高ま ると いう こと は， 一人 日本 だけの こと 
ではなく， 開発途上国 を 含め， 全世界 的な 動向で ある。 

一方， 我々 の 日常生活 は， オフィス だけでなく 家庭生活に おいても 情報化が 進んで いる。 インター ネッ 
ト を 使え ば 手数料が 無料と いう よ う なサー ビス も 増え， 情報処理 装置 及び そ の 周辺 装置 等が 使い こ なせ る 
か ど う 力、 が， 生活の 利便 性の 上で 無視で きない 状況に なって きている。 

デジタル • ディ バイ ド という 言葉が ある 力、 この こと は 高齢者 や 障害の ある 人が デジタル 機器 を 使い こ 
なせず， 不利な 状況に なって いる こと を 指して いる。 特に， 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 等 は 正に デジ 
タル 機器で あり， この 言葉 は 主に 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 等が 使いこなせない 状況 を 意味して いる。 

高齢者 や 障害の ある 人が 使う ことができ るよう な 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 等 を 実現す る こ と を 
"情報処理 装置の バリア フリー 化" と 呼ぶ ことにする。 上述の ように， 情報処理 装置 及び その 周辺 装置な 
どの 過半数の ユーザ は， 何ら かの 意味で 障害 を 抱えて いるの が 実体で あり， この 傾向 は 今後ます ます 高く 
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なり， "情報通信 機器の バリア フリー 化" が 重要に なって くる。 

2.2 標準化の 動向 情報処理 装置 及び そ の 周辺 装置な ど を できるだけ ァクセ シ ブル に 設計す るた めに， 
指針に まとめたり， 規格と して 示したり， 法制 化する 動きが 国内 外で 活発に なって きている。 
2.2.1 海外の 標準化 動向 その 最も 先端的な もの は， 米国の リハビリテーション 法 508 条 であり， 1998 
年 に 強制 力 を もつ ように 改正され， 200 1 年 6 月から 強制力が 発効 し た 。 

連邦政府 及び 連邦政府から 何ら かの 形で 援助 を 受けて いる 組織 は， 障害の ある 人の 雇用の 有無に かかわ 
ら ず， 今後 購入す る すべての 情報通信 機器 は 障害者の ァクセ シビリ ティ を 配慮した ものにしな ければ な ら 
ない。 連邦政府の 援助 はすべ ての 州政府が 受けて おり， 更に は 州 を 通すな ど をして 膨大な 組織が 援助 を受 
けて いる。 この 508 条 対象 市場と その他の 市場 を 分けて 製品 を 作る こと はコス ト 上昇に つながる こ と 力、 ら， 
おそらく は 米国 情報通信 関連 企業 はすべ ての 製品に ァクセ シ ピリ ティ 機能 を 搭載して くる ものと 思われる。 
ニューヨークの 世界 貿易 センターの テロ 事件に 隠れて 表向き は 目立った 動き は 出て いない ものの， 水面下 
では これ を 機会に 競 業 他社 を 出し抜くべく 着々 と 準備 を 進めて いると いわれる。 実際， 大手の 情報通信 関 
連 企業で は ァクセ シビリ ティ 対応の 技術 開発部 門 を 強化して いる。 

米国 は 更に カナダな ど 北米 各国に も 同様の 処置 を 取る よう に 働き かける と ともに， ISO などに も 国際 規 
格と して 採用す るよう に 呼びかける 準備 を 進めて いる ともい われて いる。 

このような 動きに 対応して， 我が国 や ISO, 欧州 標準化 3 団体 （CEN， CENELEC, ETSl) でも 規格 ィ匕 
の 作業が 進められ ている。 

これまでの ISO の 活動 は， 主に ソフト ゥヱァ 中心で ある 力、 情報 バリア フリー を 実現す るた めに は， ハ 
一 ドウ ヱァゃ サービス， コンテンツな ども 含め 総合的 視野の 下 に 検討 を 行うべき であろう。 

欧州で は， CEN/CENELEC がァ クセシ ビ リ テ ィ 関連の 指針 を 作る ための ガイ ド ラ ィ ン であ る Guide 71 
を IeN/CENELEC Guide 6 と して 制定し， 更に セクタ ガイ ド 及び 個別 規格の 策定 作業に 入って いる。 また， 
ISO に対して も 積極的に 提案 を 始めて おり， 加盟国 数の 多 さから も， 今後の 動向 は 注意 を 要する 状況に な 

つてき ている。 

ISO 規格 や CEN の 規格， 米国 508 条が 相互に 矛盾す る 内容で あれば， 情報通信 関係の 企業 活動に 差し障 
る だけでなく， それ を 実際 に 利用 す る 高齢者 や 障害の ある 人に とっても 不幸な ことで ある。 
2.2.2 日本に おける 標準化 活動 日本で は， この 分野の 規格 を 3 階層の JIS に まとめよう としてい る。 平 
成 14 年 12 月 24 日 に 閣議 決定 さ れた 平成 15 年度から 新た に 始ま る 10 年間 を 対象 とする 第 3 次の" 障害者 
基本 計画" でも， "情報 バリア フリー 化の 推進" として， 情報通信 機器の JIS 化 を 順次 整備す る こと をうた 
つてい る。 

3 階層の 最上 位 は， 高齢者 や 障害の ある 人 を 配慮す るた めの 規格 を 作成す る 際の 考慮 事項の 指針で， 2003 
年 6 月に 財団法人 日本規格協会で 規格が 策定され た （JISZ8071)。 この 規格 は， 日本から ISO に 原案が 提 
案され， ISO の Guide71 として 1SO/IEC 規格と なり， それと 整合 を 取る 形で JIS 化された ものである。 

中間層 は， Guide 71 の 下に， 情報通信 領域 や 生活 共用 品な どの 領域 ご と の 共通 設計 指針 を 設け る も ので 

ある。 情報通信 領域 は， 財団法人 日本規格協会の "情報技術 分野 共通 及び ソフト ゥ ユア 製品の ァク セシビ 
リ ティ 向上に 関する 標準化 調査 研究 委員会" で 規格 案 "高齢者 • 障害者 等 配慮 設計 指針 一 情報通信に お け 
る 機器' ソフト ゥヱァ 'サービス一 第一 部 共通 指針" の 作成が この 規格と 並行して 進められ ている。 ここ 
では， 経済 産業 省と 財団法人 日本規格協会からの 委託と 総務 省の 支援 を 受け， 社団法人 電子 情報技術 産業 
協会 （JEITA) を はじめ 情報通信 ネットワーク 産業 協会 （CIAJ)， 及び 社団法人 ビジネス 機器 • 情報 シス テ 
ム産菜 協会な ど 各 業界団体 か ら の 委員が 出て 案 を 作成 している。 
最下 層 は， それぞれの 業界 ごとに 対応した 規格 や 指針から 構成され る。 この 規格 "高齢者 • 障害者 等 配 

解 2 
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慮 設計 指針 一 情報通信 における 機器 • ソフトウェア • サービス— 第二 部 情報処理 装置" もこの 階層に 該当 
する。 経済 産業 省からの 財団法人 日本規格協会 を 通した 委託に よって， 通商産業省 告示 362 "障害者-高 
齢 者 等 情報処理 機器 ァク セシ ピリ ティ 指針" （2000.6) など を 基に そ の 後の 技術の 発展 • 動向 や 内外の 関連 
規格 を 参考に ま とめた ものである。 

人々 の 生活 は 様々 であり， 年と ともに 経験す る 内容 は 異なり， 個人差 は 広がって ゆく。 障害者 も， いつ 
その 障害と なった 力、， その 内容 は どのよう な もの 力、， などに よって 障害の 内容 や 程度 は 極めて 多様で ある。 
こ れか ら の 時代， 情報処理 装置 及び その 周辺 装置な どの ユーザ は 極めて 多様な 特性 を も つ 人々 が 中心 と な 
つて 行く こと は 必然で あり， この 事実 を 真正面から 受け止め， ユーザの 多様な 特性に 配慮した 設計 をし な 
ければ ならない。 

3. 規格の 構成 

3.1 基本 方針 規格 案 作成に 際し， 次の 基本 方針で 検討 を 進めた。 

a) JIS Z 8071 (高齢者 及び 障害の ある 人々 の ニーズに 対応した 規格 作成 配^ 指針） の 考え方と， セクタ 
ガイドライン JIS X 8341-1 (高齢者 • 障害者 等 配慮 設計 指針 一 情報通信に お ける 機器， ソフトウェア 
及び サービス 一 第 1 部： 共通 指針） を 基本に， 内外の 関連 規格' 指針 類 を 総合的に 考慮す る。 ただし， 
明らかに 誤りと 考えられる 内容 は 採用し ない。 

b) 本体と， 附属 書から 構成し， ユーザの 視点から 必要な 機能 を 抽出し， 設計者 向きに 再編す る。 

c) 新しい 概念の 情報処理 • 通信 機器が 次々 と 出現し， コンピュータ， 情報) jii 信， 家電 品な どの 境界の 定 
義が 困難な 状況 を 踏まえ， これらの 領域で 高齢者 や 障害者が 必要と する^ 能 を 中心に まとめる。 今後 

個別 製品 群に 関する 規格 類 （JIS， 業界 規格な ど） が 制定され た 場合 は， それ を參 照す る ことと する。 

d) 環境 課題な どと 同様， この 領域の 規格 は 誘導 的 性格が 求められて いると 考えられる ため， 原則的に 各 
項目の レベル は "必す （須 ）" とする。 

なお， セクタ ガイドライン JISX8341-1 は， 情報通信の 各 分野で 共通に 実現すべき 最低 レベル を 示 
した ものであるので， この 規格の 各項 目 は， 基本的に セクタ ガイドラインと 同等 又はより 厳しい レべ 
ル となる。 

e) 各項 目の 具体的 実現 方法 は， 次の 理由に よって 明示し ない。 
一 最適な 方法 は， 今後の 検討が 必要な 段階に ある。 

一 具体的 尖 現 方法 は 様々 な もの 力ぶ 存在し 得る が， その 中から 特定の 方法 を 明示す ると， その 方法に よ 

る 製品 だけと なる 危険性が あり， よ りよい 方法の 開発が 阻害され る。 
一 よ りよい 方法が 提案され， 実用化 された 場合， この 規格に 合致 しないと 判断され る 危険性が 生じる。 

f) どの 項目 を 適用す るか， どのよ う に その 項目 内容 を 配慮し たかは， 設計者が 選択 • 工夫し， その 内容 
を 明示す る ことと する。 それによ つて 創意 工夫に よる 競争 的 状況の 出現 を 期待し， より 優れた 製品の 
具体的 実現の 促進 を 図る。 

g) ユーザ や， 支援者， 流通機構， 訓練 機関が 必要と する 製品 関係の 情報な ど は， 榥器 製造者からの サボ 
—ト として この 規格の 対象に 含める カ^ 機器 を 利用した 各種 サービス は， 機器 製造者の 直接的 対象 か 
らは 外れる と考えられるので， この 規格に は 含めない。 

h) 障害者' 高齢者の 定義 は， その実 態が 極めて 多岐に わたる ことから， 直接的に は 行わず， どのような 
困難 さが 存在す るか を， 附属 書に よって 例示す る。 

3.2 この 規格の 構造 
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3.2.1 目的 この 規格で は， 高齢者 及び 障害の ある 人 を 含む 身体 能力， 知覚 能力 及び 認知 能力の 低下した 
すべての 人が， 情報処理 機器， ソフト ゥ ヱァ， イン 夕一 ネットな どの 情報処理 装置 及び その 周辺 装置な ど 
を 利用す る 際の イン 夕 フェース における ァクセ シビリ ティ 及び 使いやす さ を 向上させる こと を 目的と して 

いる。 

3.2.2 適用 範囲 高齢者と 障害の ある 人 を 含む 身体 能力， 知覚 能力 及び 認知 能力の 低下した すべての 人に 
対し， 情報処理 機器， ソフト ゥ ヱァ， インターネット などの 情報処理 装置 及び その 周辺 装置な どの ァクセ 
シ ブルで 使いやすい ィ ン夕 フェース を 設計 • 開発す る 場合， 及び 購入に 際する 要求 仕様の 策定 や 評価 方法 
の 策定の 指針に ついて 規定して いる。 

新しい 概念が 次々 と 出現し， 製品の 境界の 定義が 困難な 状況で あ り， 情報 家電の よ う に 日常生活 製品と 
情報処理 機器 等が 統合され， 情報処理 機器と 類似す る 点が 多く なりつつ ある。 対応 規格が 制定され ていな 
い 領域の 情報処理 装置 及び その 周辺 装置な どに 対しても， これらの 機器の 開発 や 評価に 際し， この 規格が 
参考に なり 得る ものと 考えて いる。 

3.2.3 全体 構成 この 規格の 構成 は， 基本 原則， 一般的 ガイドライン， システムの 入出力に 関する 要件， 
製品 説明 情報の 要件， サポートの 要件の 五つの 章から なって いる。 

最初に 4 章で "基本 原則" で 情報 ァクセ シビリ ティの 原則 事項 を 示し， 次に "一般的 ガイ ドラ イン" と 
して 全体 的な 要件， 更に "システムの 入出力に 関する 要件"， "サポート に関する 要件" における 具体的な 
内容 を 記述して いる。 これ を 図で 表すと， 解説 図 1 のようになる。 
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基本 原則 


5 


一般的 ガイドライン 


5.1-5.2 


人間に 対する 要件 


5.3-5.4 


技術に 対する 要件 


5.5-5.11 


それ 以外の 要件 
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システムの 入出力に 関する 要件 


6.1-6.3 


出力 機能に 対する 要件 


6.4-6.5 


入力 機能に 対する 要件 


6.6-6.11 


入出力 及び それ 以外の 要件 




サポート に関する 要件 







基本 原則 



~» 的 ガイドライン 

- 人間に 対する 要件 
- 技術に 対する 要件 



システム 

- 出力 
-入 力 

- 入出力 • その他 



サ ポー 卜 



J 



解説 図 1 全体 構成 図 
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4. 審議 中に 特に 問題と なった 事項 この 規格に 適合して いるか どうかの 判定 や 認証 方法に ついて 議論が 

行われた が， 自己 適合 宣言 方式 を 指示す る 意見が 多かった ものの， 具体的 方法論に ついて 更に 検討 を 要す 
る 事項が 多く， 結論 を 得る に 至らなかった。 

障害者の 定義 を どうす るかに ついては， 障害の 内容が 極めて 多様で あり， 単純な 定義で は， 多くの 障害 
者 を 排除す るお そ れがぁ る ことから， 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 等 を 利用す る と き に 遭遇す る 困難 さ 
の 例 を 附属 書 1 (参考） に 示す ことによって， 代える ことと なった。 

ァクセ シビリ ティと ユーザ ピリ ティの 関係 を どう とらえる かにつ いても， 認 論と なった。 その 結果， 情 
報ァ クセシ ビリテ ィ は 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 等に ァ ク セス 可能 か ど う か を 示す 概念で あ り， ユー 
ザ ピリ ティ は 使いやす いかどう かの 程度 を 表す 概念で あると とらえる ことと した。 し 力、 し， ァクセ シビリ 
ティ も ユーザ ピリ ティ も， 個々 の ユーザに よって， それに 対する 要求 は 多様で あり， ある ユーザに とって 
ァ クセシ ブルで あり， 又は ユーザ ブルで ある ものが， 他の ユーザに とって は 必ずしも そうでな いこと も 珍 
しくない。 したがって， 各 機能が どちらに 属する か を 一律に 決める こと は 実質的で はない との 結論と なつ 
た。 

基本的人権と しての 情報 アクセス 権と 著作権との 関係 や， 表現の 自由の 保障な どの 取扱いに ついての 議 
論 も 行われた。 その 結果， この 規格 は 高齢者 • 障害者 等の ための 情報処理 装置 及び その 周辺 装置 等の ァク 
セ シビリ ティ 機能 実現の ための 設計 指針 を 示す もので あり， それ を どのように 活用す るか は， 当然の こと 
ながら， その 時点での 合法的 利用が 行われるべき もので， この 規格で 言及すべき 性質の もので はない との 
結論に 達した。 

5. 懸案 事項 用途 ごとの 機器と ユーザに 対する 適用 項目と について， 参考と なる 指針の 検討 を 進める 必 
要が ある。 また， 今後 は， この 規格 を 元に 国際 標準化に 向けて 日本が 積極的に 貢献して 行く こと は 重要で 
める。 

6. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 
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情報通信 機器の ァクセ シビリ ティに 関する 調査 研究 委員会 構成 表 



(委員長） 
(副 委員長) 
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名 

氏 
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